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寄附金
8,863万円（0.9％）

町　税
17億7,982万円
（17.4％）

国庫支出金 
2億3,702万円（2.3％）

地方譲与税
2億266万円（2.0％）

使用料及び手数料
1億8,909万円
　　　　（1.8％）

地方消費税交付金 
1億8,471万円
（1.8％）

分担金及び負担金
1億6,513万円
　　　（1.6％）

その他
2億4,023万円
（2.4％）

財産収入
1億218万円（1.0％）

繰入金
4億290万円
　　（4.0％）

諸収入
3億6,341万円
　　　（3.6％）

地方交付税
33億3,784万円
（32.7％）

町　債
19億70万円
（18.6％）

県支出金
6億3,798万円
（6.2％）

歳入決算額
102億1,220万円

繰越金
3億7,990万円
　　　（3.7％）
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平
成
17
年
度
那
珂
川
町
の
一
般

会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
の
決
算
が
、
９
月
12
日
か

ら
９
月
21
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
５

回
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

 

決
算
報
告

一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定
に

　

今
回
の
決
算
は
、那
珂
川
町（
平

成
17
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
の
半
年
間
）
の
決

算
で
す
の
で
、
１
月
に
認
定
を
受

け
た
旧
馬
頭
町
と
旧
小
川
町
（
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年

９
月
30
日
ま
で
の
半
年
間
）
の
決

算
を
合
算
し
て
、
平
成
17
年
度
の

１
年
間
の
決
算
と
し
て
公
表
い
た

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が
１
０
２
億
１
、２
２
０
万
３
、４
０

５
円
で
前
年
度
比
６
・
３
％
の
増
、

歳
出
が
96
億
６
、６
６
３
万
７
、３

７
７
円
で
前
年
度
比
６
・
１
％
の

増
と
な
り
、
差
引
額
は
５
億
４
、５

５
６
万
６
、０
２
８
円
。
こ
の
う

ち
繰
越
明
許
費
繰
越
額
89
万
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

５
億
４
、４
６
７
万
６
、０
２
８
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
合

計
額
は
歳
入
が
58
億
４
８
８
万
３

５
０
円
で
、
前
年
度
比
３
・
４
％

の
増
、歳
出
は
55
億
４
、１
０
３
万

６
、３
１
７
円
で
前
年
度
比
４
・
１

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足

す
る
８
、４
２
８
万
７
、７
６
９
円

は
、
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

特 別 会 計 ・ 公 営 企 業 会 計

　　　　　  　  区　分　
　会計名 

決　　　　算　　　　額

歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険 20億2,075万円 18億4,958万円 1億7,117万円

老 人 保 健 19億3,854万円 19億61万円 3,793万円

介 護 保 険 9億1,237万円 8億8,466万円 2,771万円

下 水 道 事 業 6億9,313万円 6億9,134万円 179万円

農業集落排水事業 5,538万円 5,315万円 223万円

簡 易 水 道 事 業 1億8,471万円 1億6,170万円 2,301万円

合　　　　　計 58億488万円 55億4,104万円 2億6,384万円

水道事業
収益的収支 2億7,197万円 2億4,514万円 2,683万円

資本的収支 1,674万円 1億103万円 △8,429万円

注１：歳入決算額は、旧馬頭町、旧小川町の半年間の決算額と那珂川町の半年間の
　　　決算額の合算額から上半期の剰余金を差し引いた額

注２：歳出決算額は、旧馬頭町、旧小川町の半年間の決算額と那珂川町の半年間の
　　　決算額の合算額
※決算額については、万円未満の端数を四捨五入しています。

注１ 注2

平成17年度



  議会費
  1億7,691万円
（1.8％）商工費

2億6,700万円
         （2.8％）

災害復旧費
1,468万円（0.2％）

消防費 
4億3,996万円
         （4.6％）

農林水産業費
6億1,417万円
       （6.3％）

土木費
7億5,784万円
（7.8％）

衛生費
8億7,588万円
（9.1％）

公債費
11億1,360万円
（11.5％） 教育費

12億3,591万円
（12.8％）

民生費 
14億374万円
（14.5％）

総務費
27億6,695万円
（28.6％）

歳出決算額
96億6,664万円

維持管理費
5,744万円（0.6％）

貸付金
1億1,234万円
（1.2％）

災害復旧費
1,468万円（0.2％）扶助費 

3億7,788万円
（3.9％）

繰出金
7億5,686万円
（7.8％）

普通建設事業費
 10億2,460万円
（10.6％）

補助費等
 10億6,942万円
（11.1％）

公債費
11億1,360万円
（11.5％） 物件費

11億8,407万円
（12.2％）

積立金 
14億6,733万円
（15.2％）

人件費
24億8,842万円
（25.7％）

歳出決算額
96億6,664万円
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歳
入
で
、
前
年
度
に
比
べ
増
加
率

の
高
い
も
の
は
、
地
方
交
付
税
、
町

債
（
合
併
特
例
債
）
で
、
合
併
関
係

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
減
少
率

の
高
い
も
の
は
、
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
る
国
・
県
支
出
金
で
す
。
構
成

比
は
、
依
存
財
源
66
％
、
自
主
財
源

34
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
中
で
、
前
年
度
に
比
べ
増

加
率
の
高
い
の
は
総
務
費
で
、
主
に

合
併
振
興
基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
る

も
の
と
、
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
費
で

す
。 一

般
会
計
の
概
要

目 的 別

用 語 の 説 明
　歳　入
町　　　税　皆さんから町に納めていただく税金
地方交付税　国税の中から町の財政状況に応じて交付されるお金
町　　　債　大きな事業を行うための借金
繰　入　金　特定の目的のため積立金を取崩し事業実施のため繰入れるお金
県 支 出 金　特定の目的のため県から交付されるお金
国庫支出金　特定の目的のため国から交付されるお金

  歳　出

総　務　費　町づくり、戸籍、徴税など町の全般的な事務に使ったお金
民　生　費　社会福祉、高齢者福祉、児童福祉などに使ったお金
教　育　費　小・中学校の運営管理、生涯学習やスポーツ活動の推進に使ったお金
公　債　費　町債を返済するのに使ったお金
衛　生　費　保健衛生やごみ処理など生活環境の整備に使ったお金
土　木　費　道路、河川、公園などの整備管理などに使ったお金
農林水産業費　農業、林業、水産業の振興対策に使ったお金
消　防　費　消防・防災設備の充実や消防団の運営などに使ったお金

性 質 別



・合併経費（閉町、開町等）　　　　　5,339万円
・合併電算システム統合事業費 　　 1億6,404万円
・合併振興基金積立金           　 11億6,500万円

・障害者支援事業費　　　　　　　1億4,083万円
・特別養護老人ホーム補助金 　　　　　　197万円
・児童手当、遺児手当給付事業費 　　　 9,101万円
・放課後児童クラブ運営事業費  　　　　 602万円
・乳幼児医療費助成事業費  　　　　　　1,596万円

・母子保健、予防接種及び結核予防対策事業費　2,600万円
・老人保健（生活習慣病等予防対策）事業費  5,547万円
・合併処理浄化槽設置補助金　　　　　2,491万円
・ごみ収集対策事業費　　　　　　1億9,323万円
・し尿処理対策事業費 　　　　　 　1億444万円

・中山間地域等直接支払交付事業費 　　2,679万円
・県単土地改良事業費 　　　　　　　　4,350万円
・南部地区中山間地域総合整備事業費　  2億26万円
・森林整備地域活動支援事業費 　　　　1,292万円

・道路等維持補修費　　　　　　　　　6,357万円
・道路改良事業費　　　　　　　　2億7,931万円
・都市計画費　　　　　　　　　　　　1,982万円
・町営住宅等管理費　　　　 　　　　　1,010万円

・消防管理運営費　　　　　　　　 　 4億350万円
・消防施設整備事業費　　　　　　　　 2,209万円

・馬頭中学校改修工事費 　　　　　　　1,951万円
・青少年海外体験学習事業、国際交流事業費　  590万円
・美術館管理運営費 　　　　　　　　　2,945万円
・町民スポーツ振興費　　　　　　　　 1,466万円
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平成17年度一般会計の主な事業

総　務　費総　務　費

民　生　費民　生　費

衛　生　費衛　生　費

農 林 水 産農 林 水 産  業 費業 費

土　木　費土　木　費

消　防　費消　防　費

教　育　費教　育　費

町民1人当たりに使われたお金を分けてみると　    （平成18年３月31日現在　20,368人）
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祝祝  

敬
老
敬
老

　

大
山
田
下
郷
地
区
で
は
、
１
２

６
人
の
方
々
が
敬
老
の
日
を
迎
え

ら
れ
、
53
人
の
方
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
大
山
田
下
郷

活
性
化
施
設
で
は
矢
内
修
自
治
会

長
か
ら
「
今
日
は
、
家
の
稲
刈
り

が
気
に
か
か
る
方
も
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
準
備
し
ま
し
た
。
敬
老
会
を
楽

し
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
小
学
校
の
児
童

ら
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

や
俳
句
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
盛
谷
地
区
で
は
１
３

７
人
の
招
待
者
の
う
ち
74
人
の
方

が
出
席
し
、
余
興
で
日
光
和
楽
踊

り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
小
学
生
と

と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
那
珂
川
町
敬
老
会
が
９
月
17
日
、
町
内

16
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
75
歳
以
上
の
方
々
を
馬
頭
地
区

で
は
各
自
治
会
な
ど
が
主
催
し
た
敬
老
会
に
、
小
川
地
区
に
お
い
て
は
町

及
び
各
区
長
で
構
成
さ
れ
た
敬
老
会
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
、
小
川

地
区
敬
老
会
に
招
待
し
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
３
、
１
３
４
人
で
、

前
年
よ
り
63
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
に
は
75
歳
以
上
89
歳
ま
で
の
方
が
２
、
８
４
９
名
、
大
正
５

年
以
前
に
生
ま
れ
た
90
歳
以
上
の
方
は
２
８
５
名
、
そ
の
う
ち
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
７
名
い
ま
す
。
町
で
は
、「
敬
老
の
日
」
に
際
し
75
歳
以
上

の
方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
で
は
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
小
川
地

区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
75
歳
以

上
89
歳
ま
で
の
方
が
８
８
５
人
、

90
歳
以
上
が
91
人
、
合
計
９
７
６

人
の
方
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
桧
山
富
司
実
行
委
員
会

長
並
び
に
川
崎
町
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
長
寿
祝
金
及
び
記
念
品

が
敬
老
者
代
表
の
森
嶋
ミ
チ
さ
ん

（
本
町
）
と
、
敬
老
祝
金
受
給
者

代
表
の
高
瀬
孝
さ
ん
（
谷
田
）
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
こ
と
ば
が
杉
本
町
議

会
議
長
に
続
き
、
小
学
生
を
代
表

し
て
山
崎
菖
人
さ
ん（
小
川
南
小
）

か
ら
、
中
学
生
を
代
表
し
て
小
野

里
裕
子
さ
ん
（
小
川
中
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
ま
た
、
お
年
寄

り
を
代
表
し
て
和
泉
實
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
副
会
長
か
ら
お
礼
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
那
珂
川
警
察

署
の
振
り
込
め
詐
欺
防
止
な
ど

の
「
ミ
ニ
講
話
」
や
地
元
の
語
り

部
に
よ
る
「
ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
」、

大
橋
兄
弟
の
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。

大山田下郷地区敬老会ご夫婦出席者大山田下郷地区敬老会ご夫婦出席者
大金　春男さん　　大金　春男さん　　

　　　　　　トミさんご夫妻　　　　　　　　トミさんご夫妻　　

盛谷地区敬老会ご夫婦出席者盛谷地区敬老会ご夫婦出席者
北條　　昇さん　　北條　　昇さん　　

　　　ヒサ子さんご夫妻　　　ヒサ子さんご夫妻

 

ご
長
寿
ラ
ン
キ
ン
グ

109
歳　

岡　
　

モ
ト
さ
ん　
（
大　

内
）

103
歳　

磯
田　

ク
メ
さ
ん　
（
馬　

頭
）

102
歳　

高
野　

サ
イ
さ
ん　
（
北
向
田
）

101
歳　

木
村　

タ
ケ
さ
ん　
（
久
那
瀬
）

100
歳　

大
金　

ア
サ
さ
ん　
（
高　

岡
）

100
歳　

矢
口
ジ
ョ
ウ
さ
ん　
（
馬　

頭
）

100
歳　

金
子
正
一
郎
さ
ん　
（
馬　

頭
）

99
歳　

遠
藤　

徳
治
さ
ん　
（
矢　

又
）

99
歳　

中
曽
根
ノ
ブ
さ
ん　
（
馬　

頭
）

99
歳　

笹
沼　

信
義
さ
ん　
（
小　

砂
）

祝い名　    数え年　　　　　　　　語　源・由　来
還　暦　　61歳　干支が60年で一回りして、生まれた年の干支に
　　　　　　　　  戻ることから
古　希　　70歳　中国の詩句にある「人生七十古来稀なり」に由来し、
　　　　　　　　　70歳まで生きることは古来まれであることから
傘　寿　　80歳　「傘」の略字が縦書きの「八十」に見えることから
米　寿　　88歳　「米」の字を分解すると「八十八」となることから
卒　寿　　90歳　「卒」の略字「卆」が「九十」に分解できることから
白　寿　　99歳　「百」の字の「一」を取ると「白」の字になることから

敬老祝金を受ける高瀬孝さん敬老祝金を受ける高瀬孝さんお礼のことばを述べる和泉實さんお礼のことばを述べる和泉實さん
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町
政
懇
談
会
よ
り

町
政
懇
談
会
よ
り

や
さ
し
さ
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

や
さ
し
さ
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

町
政
懇
談
会
が
７
月
19
日
か
ら
８
月
24
日
ま
で
、
町
内
の
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
小
学
校
な
ど
16
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
や
さ
し
さ

と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
那
珂
川
町
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
」
と
「
那
珂
川
町
の
行
財
政
改
革
」
に
つ
い
て
説
明
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
、
ご

要
望
を
伺
い
、「
那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
」
の
基
本
計
画
や
実
施
計

画
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

16
日
間
で
３
２
６
名
が
出
席
し
た
町
政
懇
談
会
で
は
様
々
な
ご
意

見
、
ご
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
質
問
内
容
は
抜
粋
）

７
月
19
日
（
水
）

於
：
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
　

14
名

Ｑ
　

視
察
に
行
っ
た
と
き
に
有
線

テ
レ
ビ
の
施
設
を
見
て
き
た
が
、

有
線
テ
レ
ビ
が
農
業
関
係
に
果
た

し
た
役
割
は
、
大
き
な
も
の
が

あ
っ
た
。「
梅
、
栗
を
作
っ
て
ハ

ワ
イ
へ
行
こ
う
」
な
ど
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
頑
張
っ
て
い
る

が
、
そ
の
市
場
の
状
況
を
知
ら
せ

た
こ
と
が
す
ご
く
役
に
立
っ
て
い

る
。

　

有
線
テ
レ
ビ
は
な
く
て
も
生
活

は
で
き
る
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら

は
そ
の
情
報
の
即
効
性
や
確
実
性

の
面
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
進
め
て
ほ

し
い
。根
気
強
く
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ　

ハ
ー
ド
的
な
運
用
は
で
き
て

も
ソ
フ
ト
面
の
利
用
法
が
問
題
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
テ
レ
ビ
の

機
能
を
出
し
き
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
農
産
物
の
価

格
の
情
報
な
ど
を
流
し
た
い
。

　

福
島
県
の
西
会
津
町
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
導
入
し
て
老
人
医

療
費
が
下
が
っ
た
。
高
度
化
事
業

を
行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
な
ど
開

局
に
向
け
て
体
制
を
進
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　

馬
頭
矢
板
線
の
道
路
問
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
健
武
神

社
前
の
道
路
改
修
に
つ
い
て
反
対

者
が
い
る
が
、
そ
こ
を
除
い
て
も

改
修
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
児
童
た

ち
が
獣
道
を
歩
い
て
通
学
し
て
い

る
状
態
で
、
最
初
の
計
画
か
ら
も

う
何
十
年
も
経
っ
て
い
る
。
早
急

に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、

町
と
し
て
は
県
に
要
望
は
し
て
い

る
。説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
が
、

地
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。道
路
の
法
線
の
変
更
、

問
題
カ
所
を
抜
い
て
事
業
を
進
め

る
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
こ

と
で
あ
る
。
今
、
国
、
県
関
係
の

公
共
事
業
は
ど
ん
ど
ん
絞
り
込
ん

で
き
て
い
る
。
今
後
、
事
業
費
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
今
回

事
業
が
で
き
な
い
と
何
年
も
先
に

な
っ
て
し
ま
う
。

Ｑ
　

少
子
化
で
児
童
の
数
が
減
っ

て
い
る
が
、
学
校
の
統
廃
合
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
校
舎
も
古

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
早
く
統
合

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
年
か
ら
複
式
学
級
が
２
学

級
に
な
っ
て
い
る
。
健
武
小
学
校

は
平
成
24
年
度
か
ら
は
児
童
数
が

33
名
と
な
っ
て
完
全
複
式
と
な
っ

て
し
ま
う
。
学
校
整
備
検
討
委
員

会
か
ら
今
後
の
学
校
整
備
に
つ
い

て
答
申
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ
け

早
く
統
廃
合
を
進
め
た
い
。

Ｑ
　

基
本
構
想
の
中
で
学
校
は
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

に
あ
る
。
和
見
小
学
校
は
本
年
度

の
複
式
学
級
は
２
学
級
で
あ
る
。

各
学
級
の
人
数
構
成
の
関
係
で
、

平
成
21
年
度
か
ら
完
全
複
式
に
な

る
。
他
の
学
校
も
似
た
傾
向
で
あ

る
。
昨
年
２
月
の
学
校
整
備
検
討

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
も
と
に
検

討
を
進
め
て
い
る
。
地
元
の
合
意

が
得
ら
れ
れ
ば
早
急
に
統
合
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
成
20

Ｑ
　

空
き
家
が
多
く
な
っ
て
火
災

等
の
災
害
が
心
配
で
あ
る
。
町
と

し
て
空
き
家
対
策
を
考
え
て
ほ
し

い
。

Ａ　

町
と
し
て
も
空
き
家
が
少
な

く
な
れ
ば
と
思
う
。
電
線
の
地
中

化
な
ど
の
町
並
み
整
備
事
業
を
し

て
空
き
家
対
策
に
な
れ
ば
と
思
っ

た
が
、
時
代
の
流
れ
を
変
え
る
の

は
む
ず
か
し
い
。
町
も
で
き
る
限

り
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

７
月
20
日
（
木
）

於
：
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
　

15
名

７
月
24
日
（
月
）

於
：
健
武
集
会
所

参
加
人
数
　

９
名

７
月
25
日
（
火
）

於
：
多
目
的
和
見
集
会
所

参
加
人
数
　

９
名



7 広報なかがわ　平成18年10月10日

年
度
に
は
統
廃
合
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
今
後
説
明
会
を
開

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
　

農
家
の
跡
継
ぎ
が
い
な
い
。

若
い
人
の
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
。

働
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
立
派
な
構

想
を
作
っ
て
も
財
源
が
無
い
と
実

現
は
で
き
な
い
と
思
う
。

Ａ　

財
政
的
に
は
大
変
き
び
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
今
、
那
珂
川
町

に
出
来
る
事
は
振
興
計
画
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
将
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
先
日
、
こ
の
地
域
の
整

備
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
国
、
県
を
巻
き

込
ん
で
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き

た
い
。
し
か
し
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
同
意
が
基
本
で
あ
る
の
で
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
　

北
海
道
夕
張
市
が
破
綻
し
た

ニ
ュ
ー
ス
が
で
た
が
、
現
在
の
町

の
財
政
状
況
を
簡
単
に
説
明
し
て

ほ
し
い
。
那
珂
川
町
は
、
栃
木
県

内
で
財
政
的
に
何
番
目
な
の
か
。

Ａ　

財
政
状
況
は
、
財
政
力
指
数

で
表
す
と
県
内
で
33
市
町
の
な
か

で
、残
念
な
が
ら
33
番
目
で
あ
る
。

那
珂
川
町
は
40
％
近
く
が
交
付
税

に
依
存
し
て
い
る
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
部
分
を

上
げ
れ
ば
収
入
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
簡
単
に
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
夕
張
市
の
よ
う
に
な

ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　

町
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
中

で
道
路
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
も
道
路

整
備
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
の

で
、
重
点
地
区
を
決
定
し
て
整
備

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
　

携
帯
電
話
が
通
じ
な
い
地
区

が
あ
り
、
若
い
人
た
ち
が
住
み
た

く
な
い
と
話
し
て
い
る
が
、
今
後

通
じ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ　

那
珂
川
町
に
は
、
数
か
所
携

帯
電
話
が
通
じ
な
い
地
区
が
あ

る
。
総
務
省
な
ど
各
方
面
に
要
請

は
し
て
い
る
が
、
ア
ン
テ
ナ
１
本

が
５
千
万
円
以
上
か
か
り
、
採
算

の
面
で
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

Ｑ
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
申

込
状
況
が
知
り
た
い
。
今
ま
で
の

Ｃ
Ｔ
Ｂ
と
違
う
利
用
方
法
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

加
入
申
込
は
、
馬
頭
地
区
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
回
収
80
％
の
う
ち

約
83
％
が
加
入
希
望
し
て
い
る
。

市
場
の
情
報
、
病
害
虫
防
除
の
情

報
、
医
療
、
学
校
、
防
犯
な
ど
の

情
報
を
流
せ
る
よ
う
に
整
備
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ
　

歩
道
が
急
に
無
く
な
っ
て
し

ま
う
所
が
あ
り
、
大
型
車
が
通
過

す
る
際
に
大
変
危
険
な
状
況
で
あ

る
が
、
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

県
に
要
望
は
し
て
あ
る
が
、

財
政
状
況
な
ど
の
理
由
に
よ
り
整

備
、
対
応
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
要
望
し
て
い
く
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
も
考
え
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

自
主
財
源
の
確
保
、
使
用

料
、
手
数
料
の
見
直
し
は
具
体
的

に
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
。

Ａ　

那
珂
川
町
は
大
企
業
な
ど
が

な
く
、
税
収
が
少
な
い
の
で
自
主

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
農

林
業
、
商
工
業
が
発
展
し
て
い
か

な
い
と
、
町
税
が
増
収
し
な
い
状

況
で
あ
る
。
自
主
財
源
を
確
保
す

る
の
は
非
常
に
厳
し
い
面
が
あ
る

の
で
、理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
と
し
て
は
極
力
自
主
財
源
確
保

に
努
力
す
る
。

Ｑ
　

町
内
の
学
校
の
統
廃
合
が
あ

る
ら
し
い
が
、
東
中
学
校
に
お
金

を
か
け
て
校
舎
な
ど
を
改
築
す
る

の
と
、
大
内
小
学
校
を
そ
の
ま
ま

使
っ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し

た
場
合
の
ど
ち
ら
が
経
費
が
か
か

ら
な
い
か
、よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

昨
年
２
月
に
学
校
整
備
検
討

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
、

こ
れ
か
ら
整
備
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
が
、
２
回
も
３
回
も
合
併
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
を
で
き
る
だ
け
反
映
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

Ｑ
　

大
山
田
上
郷
に
８
ｍ
30
㎝
と

い
う
大
き
い
桜
が
あ
る
。
こ
れ
は

江
戸
彼
岸
桜
で
関
東
で
も
一
番

じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
だ
い
ぶ
枯
れ
始
ま
っ
て
い
る

の
で
、
早
急
に
手
を
打
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
大
山
田
上
郷
に
椿
が
あ

る
が
、
周
囲
が
２
ｍ
あ
る
。
こ
れ

も
専
門
家
に
見
て
も
ら
っ
た
が
、

栃
木
県
で
も
５
本
の
指
に
入
る
と

言
っ
て
い
た
。
馬
頭
に
は
、
大
体

１
ｍ
以
上
の
も
の
が
20
本
近
く
あ

る
。
全
国
椿
の
会
の
役
員
の
方
何

人
か
来
て
い
た
だ
い
て
見
て
も

ら
っ
た
が
、
一
つ
の
町
に
こ
れ
だ

け
の
数
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
め

ず
ら
し
い
と
言
っ
て
い
た
。
人
口

的
に
作
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
く
、
昔

か
ら
あ
る
も
の
を
生
か
し
て
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

Ａ　

県
も
今
、
全
県
下
同
じ
テ
ー

マ
で
の
町
づ
く
り
を
や
っ
て
い
る

の
が
「
わ
が
町
自
慢
交
付
金
」
と

い
う
事
業
だ
が
、
説
明
の
中
で
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
た
と
え
ば
小

川
の
カ
タ
ク
リ
山
に
つ
い
て
も
、

最
初
は
民
間
レ
ベ
ル
で
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
が
あ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
き
た
。盛
谷
地
区
で
は「
な

ご
み
の
里
づ
く
り
」
と
か
、
富
山

地
区
で
は「
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
」

な
ど
地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
地
域
が
自
主
的
に
取

り
組
む
も
の
に
対
し
、
町
も
支
援

す
る
と
い
う
事
業
で
す
。県
の「
わ

が
町
自
慢
」
は
、
た
と
え
ば
上
郷

の
桜
な
ら
、
桜
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す

７
月
27
日
（
木
）

於
：
武
茂
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

50
名

７
月
31
日
（
月
）

於
：
谷
川
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

26
名

８
月
１
日
（
火
）

於
：
大
内
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

39
名

８
月
３
日
（
木
）

於
：
大
山
田
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

22
名



Ｑ
　

行
財
政
改
革
が
必
要
な
の
は

よ
く
分
か
っ
た
。
実
際
に
取
り
組

む
姿
勢
だ
が
、
提
案
制
度
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
こ
れ

か
ら
職
員
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
て

い
く
の
か
。
事
務
事
業
の
見
直
し

も
緊
急
性
が
あ
る
か
、
妥
当
性
が

あ
る
か
、
効
果
が
あ
る
か
を
職
員

に
出
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
や

事
務
事
業
の
効
率
化
、
行
政
評
価

制
度
も
導
入
し
、
ぜ
ひ
事
務
の
効

率
化
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議

を
開
催
し
て
、
そ
の
下
に
施
設
管

理
部
会
、
行
政
効
率
化
部
会
、
事

務
合
理
化
部
会
、
人
事
組
織
部
会

が
あ
る
。
事
務
事
業
部
会
は
す
で

に
15
回
ほ
ど
や
っ
て
い
る
。
行
政

は
今
ま
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
と

い
う
の
が
実
態
だ
っ
た
。
し
か
し

今
、
大
変
財
政
は
厳
し
い
。
町
は

住
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
合

理
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
合
併
は
し
た
も
の
の
、
各
事

務
事
業
は
小
川
と
馬
頭
は
全
く
違

う
。
合
併
協
議
会
ま
で
に
調
整
は
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る
。枯
れ
か
か
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

樹
木
医
を
要
請
し
て
専
門
家
に
見

て
い
た
だ
い
て
再
生
す
る
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
。

Ｑ
　

現
在
、
民
間
委
託
し
て
い
る

も
の
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
も
の

を
推
進
す
る
の
か
、
お
聞
か
せ
願

い
た
い
。
埼
玉
で
あ
っ
た
プ
ー
ル

の
監
視
は
ま
さ
か
那
珂
川
町
で
は

や
っ
て
い
な
い
と
思
う
の
だ
が
。

Ａ　

民
間
委
託
の
件
を
、
検
討
す

る
前
段
と
し
て
那
珂
川
町
は
ど
れ

く
ら
い
の
施
設
の
数
に
な
る
か
と

い
う
と
、
１
６
９
カ
所
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
運
営
が
合
理

的
か
、
当
然
民
間
に
委
託
す
る
べ

き
も
の
と
直
営
で
や
る
も
の
と
い

ろ
い
ろ
あ
る
訳
だ
が
、行
政
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
い
ち
ば
ん
怖

い
訳
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
民
間
委

託
へ
の
検
討
を
十
分
や
っ
て
い
き

た
い
。

　

現
在
民
間
委
託
を
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
町
営
バ
ス
、
給

食
の
配
送
、
ご
み
収
集
業
務
が
主

た
る
も
の
だ
。
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
も

指
定
管
理
者
制
度
で
会
社
に
委
託

し
て
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

８
月
４
日
（
金
）

於
：
馬
頭
西
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

10
名

し
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、
調
整

仕
切
れ
な
い
と
い
う
状
況
だ
。
そ

う
い
う
中
で
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

部
会
で
検
討
を
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
行
財
政
改

革
推
進
本
部
で
あ
り
、
そ
こ
で
提

案
制
度
の
真
剣
な
議
論
を
し
て
、

い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
と
同

時
に
、
い
か
に
し
て
提
案
し
て
も

ら
う
か
の
し
く
み
づ
く
り
が
大
切

だ
。
本
当
に
提
案
制
度
が
機
能
す

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
。
提
案
に
対
し
て
誰

が
い
つ
、
ど
こ
で
審
査
を
す
る
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
や
っ
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
き
た
経
過
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
勉
強
会
や
研
修

会
を
何
回
も
開
催
し
て
い
る
。
職

員
数
に
し
て
も
合
併
当
時
３
０
０

人
だ
っ
た
も
の
が
、
10
年
後
に
は

２
０
０
人
体
制
に
す
る
か
ら
、
事

務
効
率
も
５
割
ア
ッ
プ
し
な
い
と

仕
事
は
で
き
な
い
と
い
う
単
純
な

計
算
に
な
る
。当
然
こ
の
中
に
は
、

合
理
的
だ
と
す
れ
ば
、
民
間
委
託

を
す
る
。
基
本
的
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
ま
ね
か
な
い
で
合
理

化
を
進
め
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

Ｑ
　

那
須
烏
山
市
の
議
員
は
20

名
、
当
町
に
お
い
て
は
18
名
。
18

名
は
い
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
話
も
あ
り
、
議
員
定
数
を
減

ら
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
。

Ａ　

議
員
定
数
は
合
併
協
議
会
の

中
で
、
特
別
委
員
会
を
作
っ
て
検

討
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
現
在
の

18
人
と
い
う
定
数
に
な
っ
た
。
他

の
委
員
か
ら
も
っ
と
少
な
く
て
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
議
員
は
、
合
併

当
初
な
の
で
、
地
域
の
声
を
町
政

に
反
映
す
る
よ
う
に
と
現
在
の
定

数
に
決
ま
っ
た
と
思
う
が
、
あ
く

ま
で
も
議
員
定
数
と
い
う
の
は
今

の
法
律
で
い
く
と
、
町
長
部
局
で

の
権
限
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
議

会
内
部
で
決
め
る
こ
と
で
す
の

で
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
ほ
し

い
。

Ｑ
　

基
本
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
の
中
で
10
年
後
の
人
口
が
人

口
１
８
、
０
０
０
人
、
世
帯
数
が

６
、
１
０
０
世
帯
と
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
何
も
し
な
い
で
い
る
と

１
８
、
０
０
０
人
と
い
う
の
は
維

持
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
そ

の
辺
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
世
帯
数
が
増
え
て

く
る
と
住
宅
の
新
し
い
も
の
を
造

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ａ　

人
口
１
８
、０
０
０
人
を
想

定
し
て
い
る
対
応
策
だ
が
、
何
も

し
な
い
で
い
て
は
確
か
に
人
口
減

少
を
防
ぐ
の
は
難
し
い
と
思
う

し
、
10
年
後
も
難
し
い
と
思
う
。

社
会
的
資
本
の
整
備
や
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
何
と
か
食

い
止
め
、
１
８
、０
０
０
人
を
想

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加

え
て
６
、１
０
０
世
帯
の
想
定
だ

が
、
現
在
の
住
宅
事
情
、
土
地
利

用
の
観
点
か
ら
住
宅
あ
る
い
は
都

市
基
盤
整
備
の
中
で
住
宅
地
あ
る

い
は
人
口
減
少
を
食
い
止
め
な

が
ら
６
、１
０
０
世
帯
を
維
持
し

て
い
く
と
い
う
形
に
な
る
か
と
思

う
。

Ｑ
　

高
齢
者
対
策
で
、
老
人
会
や

い
き
い
き
大
学
と
し
て
生
涯
学
習

を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
３

分
の
１
の
人
口
が
高
齢
者
に
な
る

と
高
齢
者
の
枠
が
非
常
に
広
く
な

り
要
求
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
生
涯
学
習
の
中
身
を
も
う
少

し
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

８
月
８
日
（
火
）

於
：
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
　

９
名

８
月
10
日
（
木
）

於
：
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
共
生
館

参
加
人
数
　

18
名
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い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

Ａ　

那
珂
川
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

組
織
率
高
い
。
最
近
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

移
行
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
健
康
福
祉
課
と
生
涯
学
習
課

が
一
体
的
に
連
携
し
て
共
生
館
の

東
側
の
芝
を
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
住

民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も

保
健
や
福
祉
の
整
備
体
制
の
要
望

が
強
い
。
こ
れ
か
ら
も
十
分
対
応

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　

小
川
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
が

水
曜
日
の
午
後
２
時
間
だ
け
し
か

開
か
な
い
。
３
人
い
た
保
健
師
が

１
人
も
い
な
い
の
で
、
健
康
面
の

相
談
に
行
き
た
い
と
い
う
方
が

困
っ
て
い
る
。
施
設
の
活
用
も
大

事
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

Ａ　

現
時
点
で
は
、
週
１
回
午
後

の
み
と
い
う
こ
と
だ
が
、
か
な
り

要
望
が
あ
る
の
で
内
部
で
検
討
し

て
い
る
。
で
き
る
も
の
か
ら
対
応

し
た
い
。
皆
さ
ん
が
不
安
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
応
を
し
た
い
。

Ｑ
　

那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
基

本
構
想
は
す
ば
ら
し
い
が
、
青
少

年
健
全
育
成
の
向
上
の
た
め
の

支
援
計
画
を
２
、
３
年
前
に
話
し

合
っ
て
、
次
世
代
育
成
支
援
計
画

と
い
う
も
の
を
作
っ
た
。
そ
れ
ら

を
ぜ
ひ
、
今
度
の
基
本
計
画
の
中

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

最
近
の
子
ど
も
を
と
り
ま
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
。
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
条
例
を
９
月
議
会

に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
か
ら
も
行
政

と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　

農
林
漁
業
の
振
興
の
中
で
担

い
手
の
確
保
と
書
い
て
あ
る
が
、
森

林
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
た
め
各
学

校
の
中
学
生
の
部
活
動
の
中
に
森

林
部
と
い
う
の
を
作
っ
て
も
ら
う
。

体
で
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
独
自
の

教
育
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

今
の
木
材
価
格
で
は
森
林
を

伐
採
し
た
後
植
林
が
で
き
ず
、
個

人
で
山
を
保
育
で
き
な
い
の
が
現

状
で
す
。
栃
木
県
と
し
て
も
環
境

税
や
森
林
育
成
費
用
と
い
う
も
の

を
県
民
に
薄
く
広
く
協
力
し
て
も

ら
っ
て
、
環
境
の
観
点
か
ら
も
森

林
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
大

き
な
方
針
が
出
ま
し
た
。
中
学
生

に
つ
い
て
も
技
術
習
得
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
寄
付
を
い
た
だ
い
て

作
っ
た
基
金
が

あ
る
の
で
、

山
を
守
る

た
め
の
事

業
を
展
開

し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　

施
設
の
統
廃
合
は
地
域
住
民

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
と
書
い
て

あ
る
が
、
小
川
地
区
の
施
設
の
統

廃
合
は
ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

旧
小
川
町
で
作
ら
れ
た
施
設
に
つ

い
て
は
支
所
で
管
理
運
営
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
い
ろ

い
ろ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
本

庁
で
も
支
所
で
も
ど
ち
ら
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

連
携
が
う
ま
く
な
か
っ
た
の
か
、

よ
く
確
認
を
し
て
改
め
た
い
。

Ｑ
　

こ
の
地
域
は
町
外
者
の
所
有

す
る
土
地
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し

て
る
の
で
、
目
を
光
ら
せ
て
危
険

な
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

不
法
投
棄
は
町
で
も
監
視
員

を
お
願
い
し
、
恒
常
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
対
応
し
て
い
る
。
地

域
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
早
急

に
対
応
し
た
い
。

Ｑ
　

大
き
く
な
っ
た
ら
那
珂
川
町

に
残
り
た
い
と
い
う
人
が
何
人
い

る
か
。
こ
う
い
う
視
点
で
の
人
づ

く
り
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

人
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
着

目
を
置
く
べ
き
な
の
か
。
具
体
的

な
施
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

各
学
校
と
も
力
を
い
れ
て
指

導
し
て
い
る
こ
と
は
、「
自
己
愛
」

で
、
自
分
の
良
さ
を
見
つ
け
て
自

分
を
大
事
に
し
な
さ
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
権
教
育
の

出
発
で
あ
る
。
自
分
を
大
事
に
す

る
こ
と
と
同
時
に
友
だ
ち
を
大
事

に
し
、
学
校
を
愛
し
郷
土
を
愛
す

る
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
。た
だ
、

大
人
に
な
る
と
同
時
に
、
仕
事
の

関
係
で
や
む
な
く
那
珂
川
町
を
離

れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
現
実
だ

と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
町

を
愛
す
る
と

い
う
教
育

は
十
分

に
受
け

て
い
る
。

Ｑ
　

合
併
し
た
場
合
に
は
町
長
や

三
役
、
議
員
が
時
間
を
と
っ
て
く

ま
な
く
歩
い
て
町
の
状
況
を
つ
か

み
、
良
い
政
治
を
執
る
と
い
う
よ

う
な
個
人
的
な
努
力
必
要
。
地
の

利
を
見
て
、
人
情
を
悟
っ
て
議
会

と
執
行
部
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
。
町
は
ム
ダ
の
な
い
よ
う
に

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

与
え
ら
れ
た
時
間
は
精
一
杯

私
な
り
に
や
っ
て
い
る
。
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
よ

う
に
ご
理
解
願
い
た
い
。
最
終
的

に
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
ど
ん
ど
ん
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
、
町
政
に
反

映
さ
せ
た
い
。

８
月
11
日
（
金
）

於
：
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
共
生
館

参
加
人
数
　

26
名

８
月
17
日
（
木
）

於
：
小
川
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

参
加
人
数
　

12
名

８
月
21
日
（
月
）

於
：
南
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

参
加
人
数
　

17
名

８
月
22
日
（
火
）

於
：
薬
利
小
学
校
体
育
館

参
加
人
数
　

16
名

８
月
24
日
（
木
）

於
：
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
共
生
館

参
加
人
数
　

36
名
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①
小
川
地
区
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

結
果

  

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
小
川

地
区
住
民
を
対
象
に
行
っ
た
「
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
に
関

す
る
小
川
地
区
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

  

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
２
、０
９
２

世
帯
に
配
布
し
、
回
答
率
22
・
６

％
で
４
７
３
世
帯
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
以
下
に
主
な
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今月号は

○小川地区アンケート集計
　結果
○小川地区アンケートの疑
　問、質問から(1)
○事業費の概要
○小川地区加入希望調査

を中心にお届けします。

テ
レ
ビ･

ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て

○
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
所
有
率
　

（
限
定
設
問
）

○
ア
ン
テ
ナ
の
種
類

○
画
像
状
態

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
認
知
度

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
テ
レ
ビ

○
パ
ソ
コ
ン
所
有
率

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率

　

（
限
定
設
問
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
目
的

　
（
限
定
設
問
・
複
数
回
答
）

○
接
続
回
線
の
種
類（
限
定
設
問
）

○
接
続
回
線
の
満
足
度

　
（
限
定
設
問
）

○
Ｃ
Ｔ
Ｂ
認
知
率

Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
つ
い
て
　
　
　
　

○
自
主
放
送
番
組
の
視
聴

　
（
限
定
設
問
・
複
数
回
答
）

１台
16.1％

2台  4.0％

持っていない
76.1％

無回答 
2.3％

3台以上  1.5％

UHF（久那瀬）
60.5％

UHF（矢板）
30.2％

VHF 
5.1％

無回答 
4.2％

良い
34.0％

普通
46.1％

悪い 
18.4％

無回答 
1.5％

知っている
52.7％

聞いたことはあるが、
内容はよくわからない
41.4％

わからない 
4.2％

無回答 
1.7％

知っている
93.9％

聞いたことはあるが、
内容はよくわからない
3.8％

無回答 
2.3％

持っている
63.2％

持っていない
32.4％

無回答 
4.4％

利用している、したい
　　　77.9％

利用していない
　32.4％

無回答 
0.7％

　　　　　         77.7%

　　       54.6%

　　       51.5%

 30.1%

21.4%

ホームページで情報発信

メールのやりとり

インターネット通信販売や
オークション

ホテル、航空券などの予約

映画やミュージック
ビデオなどの動画

ADSL
53.6％

ISDN
14.6％

ダイヤル回線
17.2％

無回答 
14.6％

満足
27.9％

普通
35.2％

不満
29.6％

その他･無回答 
7.3％

知っている
75.9％

知らない
20.1％

無回答 
4.0％ニュースポケット

町議会放送（生中継）

町議会放送（録画）

知っているが見たことはない

  11.5%

8.1%

7.8%

         76.9%
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
　
　
　

　

高
度
化
事
業
に
つ
い
て

○
新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

加
入
希
望
率

○
パ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
利
用
料
金

　

平
均
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

　
　
　
　
　

８
・
４
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

平
均
月
額
料
金

　
　
　
　
　
　
　

 

１
、２
５
３
円

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
希
望
率

○
Ｉ
Ｐ
電
話
利
用
希
望
率

○
町
内
の
情
報
化
を
進
め
て
い
く

上
で
の
必
要
な
情
報
上
位
10
項
目

（
複
数
回
答
）

必
要
な
情
報
に
つ
い
て
　
　

②
小
川
地
区
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

疑
問
、質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

（
第
１
回
）

Ｑ
１
　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で

不
自
由
は
し
て
い
な
い
。
デ
ジ
タ

ル
化
を
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

が
？

Ａ
１　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
国

が
進
め
て
い
る
も
の
で
、
全
国
一

律
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
十
分
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
平
成
23
年
７
月
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化

事
業
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

事
業
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
た
め
の

も
の
と
考
え
て
い
る
町
民
の
方
も

い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
視
聴
は
目
的

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
だ
け

に
整
備
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
目
的
は
、

①
那
珂
川
町
と
し
て
の
一
体
性
の

　

確
立

②
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
、
自

　

宅
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

③
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、

　

地
域
通
信
網
（
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

　

ト
）
を
構
築

④
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

⑤
情
報
格
差
（
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

　

ド
）
の
解
消

の
５
つ
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
で
も
」
が
利
用
で
き
る

環
境
（
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
）
を
整

備
し
、
家
庭
に
あ
る
テ
レ
ビ
を
活

用
し
て
見
る
テ
レ
ビ
か
ら
使
う
テ

レ
ビ
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
馬
頭
地
区
の
施

設
を
一
新
し
、
併
せ
て
小
川
地
区

に
も
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

那
珂
川
町
と
し
て
の
一
体
化
を
図

り
、
地
域
間
の
情
報
格
差
を
解
消

し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対

応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
２
　

い
く
ら
国
策
と
は
い
え
、

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
町
が
多
額

な
費
用
を
か
け
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
？
ま
た
、
小

川
に
拡
張
す
る
理
由
は
？

Ａ
２　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化

Ｑ
３　
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
っ

て
ど
う
い
う
も
の
な
の
？
地
方

（
田
舎
）
の
放
送
？

Ａ
３　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
電

話
線
の
よ
う
に
線
（
ケ
ー
ブ
ル
）

を
使
っ
て
安
定
し
た
テ
レ
ビ
放
送

電
波
を
家
庭
に
お
届
け
す
る
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ

電
話
等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
を
見
る
場
合
、
個
人
で

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
テ
レ
ビ
放
送

電
波
を
受
信
し
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
は
、
集
合
ア
ン
テ
ナ

で
良
質
な
電
波
を
受
け
て
、
ケ
ー

ブ
ル
で
各
家
庭
に
流
し
ま
す
の

で
、
ア
ン
テ
ナ
が
不
要
と
な
り
、

鮮
明
な
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
当
初
、
山

間
部
の
難
視
聴
解
消
を
目
的
に
始

ま
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
都

市
部
を
中
心
に
、
テ
レ
ビ
放
送
の

配
信
に
加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
の
取
得
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
宇
都
宮
市
や
佐
野

市
、
栃
木
市
、
足
利
市
、
小
山
市
、

鹿
沼
市
、
真
岡
市
、
茂
木
町
に
あ

り
、
都
市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

　　　 80.5％

　　　　60.2％

　 　　　　　 56.8％

　　　　　　51.4％

　　　　　　47.2％

　　　　　　46.9％

　　　　　　41.5％

　　　　　39.8％

　　　　     37.3％

　　　　　37.3％

緊急時に、役場や消防署から、災害情報、避難誘導、避難場所等の緊急災害情報を受けることができる

自動交付機で、土日祝日を気にせず、住民票などの各種証明書を取得できる

災害時に、国・県道、及び町道などの道路情報が入手できる

病院の診察予約や救急医療に関する情報が入手できる

行政からのお知らせや、行政区や自治会内の会合などの情報を入手できる

保健・医療・福祉の各種情報を家庭で入手できる

町内のレジャー・イベントに関する情報を入手することができる

近くの郵便局などの公共施設で、各種証明書を取得できる

病院の診療体制や医師照会などの情報が入手できる

農業技術・市況・気象情報及び病害虫情報を入手できる

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

認
知
度

知っている
45.7％

知っているが、
内容は良く
分からない
25.2％

知らない
9.4％

少し（部分的に）知っている
14.4％

無回答 
5.3％

利用したい
19.2％

利用しない
24.9％

わからない
24.1％ 内容により

利用したい
　23.6％

無回答 
8.2％

利用する
25.2％

利用しない
22.0％

わからない
23.4％

内容により
利用したい
　22.8％

無回答 
6.6％

加入する
46.9％

加入しない
26.5％

わからない
22.2％

無回答 
4.4％

※アンケートにご協力ありがとうございました。



※1国庫支出金
  　922
　　28.3％

国・県の助成分
2,486
76.4％

単位：百万円

町持ち出し分
　770
　23.6％

  県支出金
　363
　11.2％※2 町債支出金

　　1,716
　　  52.7％

総事業費
3,256

一般財源
255
7.8％

（30％）

（70％）
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呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
運
営
形
態
も

自
治
体
、
第
３
セ
ク
タ
ー
、
民
間

放
送
事
業
者
と
様
々
で
す
。

Ｑ
４
　

町
の
情
報
は
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
十
分
だ
と
思
う

が
？

Ａ
４　

町
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
す
る
媒
体
と
し
て
は
、
従
来

か
ら
の
広
報
紙
や
防
災
無
線
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

馬
頭
地
区
に
は
音
声
告
知
放
送
と

Ｃ
Ｔ
Ｂ
文
字
放
送
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
使
い
分
け
、

情
報
が
皆
さ
ん
に
確
実
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

小
川
地
区
に
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
が
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
、
皆

さ
ん
が
知
り
た
い
情
報
を
、
町
内

隅
々
ま
で
迅
速
に
行
き
届
か
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

Ｑ
５
　

運
用
開
始
が
小
川
地
区
と

馬
頭
地
区
で
異
な
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
５　

運
用
開
始
が
両
地
区
で
異

な
る
理
由
は
、
２
点
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は
、
計
画
策
定
時
期
の

違
い
で
す
。

　

馬
頭
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

15
年
度
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高

度
化
事
業
の
推
進
を
決
定
し
、
調

査
・
研
究
、
計
画
案
の
策
定
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
２
町
合
併
協
議
に

お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度

化
事
業
を
小
川
地
区
に
も
拡
張
す

る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
、
那
珂
川

町
誕
生
と
と
も
に
、
小
川
地
区
拡

張
の
た
め
の
計
画
案
策
定
に
入
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
馬
頭
地
区
が
平
成

21
年
４
月
の
運
用
開
始
予
定
と
な

り
、
小
川
地
区
が
平
成
21
年
中
の

運
用
開
始
を
目
指
す
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
点
は
、
小
川
地
区
の
ケ

ー
ブ
ル
敷
設
が
「
０ゼ

ロ

」
か
ら
の
出

発
と
い
う
点
で
す
。
馬
頭
地
区
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
施
設
を
参
考

に
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
小
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
最

初
か
ら
の
計
画
と
な
り
ま
す
の

で
、
同
時
期
で
の
運
用
開
始
が
困

難
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
那
珂
川
町
の
一
体
化

の
達
成
の
た
め
に
も
、
小
川
地
区

の
運
用
開
始
が
一
日
で
も
早
く
可

能
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

付
税
算
入
措
置
が
な
さ
れ
る
た
め
、

実
際
の
町
の
持
ち
出
し
分
は
、
約

７
億
７
、０
０
０
万
円
で
す
。

　

財
政
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減

す
る
よ
う
、
国
・
県
の
助
成
や
合

併
特
例
債
を
最
大
限
に
活
用
し
ま

す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

の
全
体
事
業
費
は
、
約
32
億
５
、

６
０
０
万
円
で
、
財
源
は
国
庫
支

出
金
が
28
・
３
％
、
県
支
金
が
11

・
２
％
、
町
債
が
52
・
７
％
、
一

般
財
源
が
７
・
８
％
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
財
源
と
負
担
割
合
は
、

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
町
債

の
合
併
特
例
債
分
に
つ
い
て
は
交

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事

業
の
事
業
費
と
財
源
に
つ
い
て

◎
小
川
地
区
加
入
希
望
調
査

　

来
月
10
日
か
ら
小
川
地
区
町
民

及
び
事
業
所
を
対
象
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
加
入
希
望
調
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
へ
の
加
入
希
望
世
帯
数
を

事
前
に
把
握
し
、
事
業
の
実
施
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

加
入
希
望
を
さ
れ
た
方
に
は
、

後
日
（
加
入
促
進
期
間
に
お
い

て
）
あ
ら
た
め
て
加
入
申
込
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

◇
調
査
期
間

　

11
月
10
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で

◇
調
査
対
象
者

　

・
小
川
地
区
住
民

　

・
小
川
地
区
内
の
事
業
所

◇
配
布
及
び
回
収
方
法

　

・
区
長
を
通
じ
て
調
査
書
の
配

　
　

布
及
び
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

・
事
業
所
に
は
郵
送
し
ま
す
。

④
小
川
地
区
加
入
希
望
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※１　馬頭地区：農水省交付金
　　　小川地区：総務省交付金を予定
※２　町債：合併特例債

概算事業費及び財源内訳

国庫支出金
　727
 　32.9%

県支出金
363
16.5%

町債
906
41.1%

一般財源 210  9.5%
馬頭地区

単位：百万円

事業費
2,206

国庫支出金
195 18.6%

町債  810
77.1%

一般財源 45 4.3%
小川地区

単位：百万円

事業費
1,050
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　秋は毎年、私はできるだけ全ての小学校の運動会に
行きます。しかし、合併後の小学校は数が多すぎて、
今年は小川地区の小学校、３校の運動会だけに行って
みました。
　最初は薬利小学校でした。３・４年生の「忍者の修
行」はとても印象的でした。児童は真っ黒のゴミ袋を
マントとして着て、様々な障害物を乗り越えてゴール
まで走ります。黒いマントに画用紙で切り抜いた真黄
色の「忍」や「卍」などの字が貼られていました。児
童はマントを着た瞬間に突然、性格がまるで忍者のよ
うに変身しました。２週間の運動会の練習で、児童た
ちは疲れ気味のようでしたが、薬利小学校の児童は元
気に、楽しく忍者の修行を立派にやり遂げました。
　薬利小学校から小川小学校へ移動しました。私は
こっそり会場に入り、児童の赤組のテントに忍び込み、
後列の空いていた椅子に黙って座りました。近くにい
た児童が私に気づくと、急に児童 30人位がまとわり
付いてきました。「小川小学校の訪問は４月に始まっ
たばかりなのに、何でこんなに親しくしてくれるのか
な？」と思いつつ、私はとてもうれしかったです。会

場で最近会っていない私の友だちが何人かいて、「私
の子はこの学校の５年生です」、「私の子は今６年生で
す」などと言われ、友だちの子どもが教え子だったこ
とを初めて知りました。小川小学校は学校規模のわり
に、とても親しみのある学校と改めて感じました。
　最後は、小川南小学校へ行きました。小川南小学校
からは正式な招待があったので、この学校で残りの時
間を過ごすことにしました。私が着くとすぐに、地
域の方々が参加する種目となり、小川小学校と違って
私はすぐに皆さんの前で種目に参加しました。レース
が始まる前に児童から恥ずかしくなるほどの声援があ
りましたが、努力しても５位で終わってしまいました
（ただし、妻は５位賞品となった洗剤に喜びました！）。
小川南小学校の運動会で私は教えたことがない小川中
学校女子生徒に英語で話しかけられ、その積極的な態
度にとても感心しましたが、私のほうが少し恥ずかし
くなりました。
　一日を振り返ってみると、子どもたちの親と話すこ
とがほとんどできなくて、ちょっと残念に思いました。
時間の制限もありましたが、大人同士で会話を始める
のはお互いに少し恥ずかしかったこともあると反省し
ています。しかし、小川地区の住民をはじめ、那珂川
町民と接して、運動会での児童の努力を思い出すと、
もっと積極的にがんばろうと思いました。やはり、子
どもたちは那珂川町の宝物です。

運　動　会

ケビン・ブラックバーンケビン・ブラックバーン
ケビンの学校めぐりケビンの学校めぐり

ケビン・ブラックバーンケビン・ブラックバーン

10
月
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
強
化
強
調
月
間
で
す

　

あ
な
た
の
犬
が
ご
近
所
か
ら
好

か
れ
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
正
し
く
飼
育
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

放
し
飼
い
は
み
ん
な
の
迷
惑
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

犬
に
と
っ
て
も
、
交
通
事
故
に

あ
う
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
散
歩
の
時
も
、
リ
ー
ド
（
引

き
綱
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
生
涯
に
１

回
の
登
録
が
必
要
で
す
。（
受
付

窓
口
：
住
民
生
活
課
）

　

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

毎
年
１
回
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

犬
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

は
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。（
万
一

迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
飼
い
主
が

す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。）

☆
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
て
不
幸

な
命
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
犬
な
ど
動
物
を
捨
て
る

こ
と
は
犯
罪
で
す
。

☆
ふ
ん
の
後
始
末
を
必
ず
し
ま

し
ょ
う
。

　

散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
道
路

や
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
え
さ
だ
け
無
責
任
に
あ
げ
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

え
さ
だ
け
あ
げ
る
の
は
や
め

て
、
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。
飼
い
犬
が
何
ら
か

の
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
住
民
生
活
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

支
所
住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
４
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
12
）

　

前
回
は
、
那
珂
川
町
に
県
が
計
画
し
て
い
る
処
分
場
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
基
本
設
計
（
案
）
が
県
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
施
設
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
で
処
理
を
し
て
か
ら
処
分
場

へ
埋
め
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
か
ら
排
出
さ
れ
る

管
理
型
廃
棄
物
と
し
て
、
燃
え

殻
、
ば
い
じ
ん
、
汚
泥
、
鉱
さ

い
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊
維
く

ず
、
動
植
物
性
残
渣
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
等
を
受
け
入
れ
る
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
位
置
は
、
和
見
、
小
口

地
内
の
備
中
沢
に
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

施
設
の
種
類
は
、
管
理
型
最
終

処
分
場
で
事
業
区
域
面
積
は
、
約

78 

、
そ
の
内
埋
め
立
て
面
積

は
、
約
６
・
１
ha
で
す
。
埋
め
立

て
容
量
は
、
約
80
万
㎥
と
な
り
ま

す
。
内
訳
は
、
北
沢
不
法
投
棄
物

約
５
・
１
万
㎥
、
県
内
か
ら
排
出

さ
れ
る
管
理
型
廃
棄
物　

約
58
・

９
万
㎥
、
覆
土
約
16
万
㎥
で
す
。

　

埋
め
立
て
期
間
は
、
12
年
程
度

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
る
廃
棄
物
は
、
北
沢

の
不
法
投
棄
物
（
受
け
入
れ
基
準

に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
）、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く
ず
、

ゴ
ム
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
建
設

廃
材
、
木
く
ず
、
紙
く
ず
、
プ
リ

ン
ト
基
板
、
顔
料
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
、
医
療
系
廃
棄
物
、
自
動

車
解
体
材
、
焼
却
灰
等
を
前
処
理

ha

馬頭最終処分場の

施設配置



不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
１、平成 18年度第２回年間変動調査分
　○調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
　○採水日　平成 18年８月７日
　○採水場所　１周辺環境水
　　　　　　　　①投棄地直下河川
　　　　　　　　②小口川上流
　　　　　　　２投棄現場
　　　　　　　　③投棄地下流側浸出水
　　　　　　　　④投棄地内浸出水
　○調査結果⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
２、平成 18年度年間変動調査分（ダイオキシン類）
　〇調査項目　ダイオキシン類
　〇採水日　平成 18年 6月 12日及び 26日
　〇採水場所　１周辺環境水
　　　　　　　　①投棄地直下河川
　 　　　　　　  ②小口川上流
　　　　　　　　③周辺人家井戸２カ所
　　　　　　　２投棄現場
　　　　　　　　 ④投棄地下流側浸出水
　〇調査結果⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

最終処分場視察を実施します
　県と町では、町民の皆さまに実際の処分場を見ていただき、処分場が
どんなものかを理解していただくため、次により最終処分場の視察を実
施します。

視察先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）
　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）
対象者　那珂川町に住所を有する団体・グループ
申し込み　環境整備対策室　０２８７－９２－１１１４
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。
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馬
頭
最
終
処
分
場
に
関

す
る
町
民
説
明
会
が
９
月

21
日
午
後
７
時
か
ら
、
馬

頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
町
民
約
１
３
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
県
生
活
環

境
部
環
境
局
馬
頭
処
分
場

整
備
室
職
員
か
ら
馬
頭

最
終
処
分
場
基
本
設
計

（
案
）、
事
業
実
施
の
た

め
の
環
境
影
響
評
価
書

（
案
）
に
つ
い
て
、
資
料

に
基
づ
く
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

説
明
終
了
後
、
出
席
者

か
ら
は
「
周
辺
整
備
も

含
め
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
ほ
し
い
」、

「
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

処
分
場
を
造
り
、
一
刻
も

早
い
解
決
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
や
「
処

分
場
の
搬
入
道
路
は
地
区

と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」、「
一
般
廃
棄
物
を

受
け
入
れ
る
の
は
お
か
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

馬
頭
最
終
処
分
場
町
民
説
明
会
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与
一
ゆ
か
り
の
地
で

　
　

扇
の
的
弓
道
大
会

　

９
月
18
日
、
恩
田
御
霊
神
社
弓
道
場
で
第

24
回
那
須
与
一
宗
隆
公
顕
彰
扇
の
的
弓
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
恩
田
御
霊
神
社
が
那
須
与

一
宗
隆
公
の
廟び
ょ
う
し
ょ所で
あ
る
こ
と
か
ら
宗
隆
公

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
弓
道
の
普
及
推
進

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
小
川
文
化
財
愛
護
協
会
長

の
福
島
さ
ん
が
「
現
代
は
心
の
ご
飯
が
不
足

し
て
い
る
。
今
日
は
弓
道
の
技
術
を
高
め
る

と
と
も
に
、
心
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
１
０
３

名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
扇
の
的
目
掛
け
て
矢

を
放
ち
、
互
い
に
競
い
合
い
ま
し
た
。

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
に
出
場

　
　
　
　
　

小
川
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

８
月
29
日
か
ら
31
日
に
わ
た
り
東
京
体
育

館
で
行
わ
れ
た
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会

に
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
小
川
卓

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
チ
ー
ム
は
、
見
事

予
選
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
は
杜
卓
球
ク
ラ
ブ

（
東
京
）
と
対
戦
し
、
２
対
１
と
リ
ー
ド
し
、

ラ
ス
ト
で
は
２
ゲ
ー
ム
先
取
す
る
な
ど
、
あ

と
一
歩
で
勝
利
を
つ
か
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
す
が
、
無
念
の
逆
転
負
け
を
喫
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
の
舞
台
で
堂
々
と
戦
い
、

実
力
で
も
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
と
い
う

こ
と
と
、
小
さ
な
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。

大
嶹
克
明
さ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
全
国
川
柳
大
会
で
特
選
受
賞

　

９
月
９
日
、
東
京
都
く
に
た
ち
市
で
行
わ

れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
第
20
回
記
念
全
国
川
柳
大

会
で
大
嶹
克
明
さ
ん
（
薬
利
）
の
川
柳
が
特

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
嶹
さ
ん
の
作
品
は
全
国
か
ら
投
句
さ
れ

た
約
１
万
点
の
作
品
の
中
か
ら
特
選
３
点
の

一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
嶹
さ
ん
は
昭
和
41
年
か
ら
川
柳
を
始
め

て
、
今
年
で
40
年
に
な
り
ま
す
。
平
成
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
川
柳
講
座
を
受
講
し
、
現
在

は
、
様
々
な
川
柳
大
会
に
投
句
し
て
お
り
、

今
回
の
作
品
は
「
合
併
で
小
川
町
が
な
く
な

る
寂
し
さ
を
詠
み
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

受
賞
作
品

道
の
駅
で
開
発
し
た
パ
ン
を
試
食

　
　
　
　
　
　
　

馬
頭
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

　

９
月
２
日
、
道
の
駅
ば
と
う
で
馬
頭
高
校

家
庭
ク
ラ
ブ
員
が
そ
ば
粉
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

パ
ン
の
試
食
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

家
庭
ク
ラ
ブ
員
10
名
は
そ
ば
を
使
っ
た
料

理
を
４
月
か
ら
研
究
し
て
き
た
結
果
、「
そ

ば
粉
パ
ン
」
と
「
ま
ほ
ろ
ば
焼
き
」
の
２
種

類
の
パ
ン
を
作
り
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た

方
に
そ
の
出
来
を
評
価
し
て
も
ら
お
う
と
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
パ
ン
は
、
２
作
品
と

も
30
食
。「
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
ア
レ
ン
ジ

で
き
る
」「
そ
ば
の
味
が
し
な
い
」
な
ど
の

意
見
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
試
食
後

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
今
後
も
研
究
を

続
け
、
地
元
の
名
産
品
と
な
る
よ
う
な
も
の

を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

合
併
で
消
え
る

　

町
旗
の
愚
痴
を
聞
く
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岡
崎
孝
さ
ん

　
　

ダ
イ
ワ
鮎
マ
ス
タ
ー
ズ
で
初
優
勝

　

日
本
で
最
も
参
加
者
の
多
い
ア
ユ
釣
り
大

会
「
ダ
イ
ワ
鮎
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
６
」
の

決
勝
大
会
が
９
月
３
日
、
那
珂
川
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
岡
崎
孝
さ
ん
（
谷
田
）
が
初
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
全
国
13
地
区
の
予
選
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
、
決
勝
大
会
と
３
段
階
に
分
け

て
開
催
。
予
選
の
リ
ー
グ
戦
は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
準
決
勝
は
９
匹
を
釣
っ
て
相
手
に
５

匹
差
を
つ
け
、
決
勝
で
も
11
匹
釣
っ
て
６
匹

差
を
つ
け
る
な
ど
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝

し
、
初
参
戦
か
ら
15
年
で
頂
点
に
立
ち
ま
し

た
。

　

岡
崎
さ
ん
は
「
目
標
に
し
て
い
た
大
会
で

優
勝
で
き
て
、
本
当
に
う
れ
し
い
。
来
年
も

優
勝
し
て
、
２
連
覇
し
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
１
回
那
珂
川
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
10
日
、
那
須
小
川

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
第
１
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
な
わ
れ
、
一
打
一
打
に
一
喜
一
憂
し
な

が
ら
１
３
０
選
手
が
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ス
の
部
で
は
斉
藤
義
行
さ
ん
、
光
子

さ
ん
ご
夫
妻
が
、
男
女
と
も
優
勝
す
る
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
部
で
は
斉
藤
健
一
さ
ん

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

和
舟
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
頭
高
校
生

　

９
月
26
日
、
馬
頭
高
校
水
産
科
生
徒
12
名

が
、和
舟
（
鮎
釣
り
舟
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
那
珂
川
カ
ヌ
ー
く
だ
り
を

視
野
に
入
れ
た
カ
ヌ
ー
の
漕
艇
技
術
の
習
得

と
操
作
技
術
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

 

生
徒
た
ち
は
、
最
初
に
カ
ヌ
ー
で
久
那
瀬

の
実
習
場
を
出
発
し
て
富
谷
橋
付
近
ま
で
下

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
武
石
廣
二
さ
ん
（
富

山
）
を
講
師
に
迎
え
て
、
舟
の
構
造
や
製
造

方
法
な
ど
の
説
明
や
乗
り
方
の
指
導
を
受
け

早
速
、
生
徒
た
ち
が
挑
戦
。
舟ふ
な
さ
お竿
一
本
で
操

る
こ
と
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
古
来
よ

り
伝
わ
る
釣
舟
の
乗
り
心
地
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

高
野
ぶ
ど
う
園
で
ぶ
ど
う
狩
り

　

９
月
27
日
、
高
野
ぶ
ど
う
園
（
久
那
瀬
）

で
は
町
内
の
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
を
ぶ
ど

う
狩
り
に
招
待
し
ま
し
た
。

　

高
野
正
男
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
福
祉
施
設

な
ど
に
ぶ
ど
う
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５

年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年
、
福
祉
作
業
所
の
利
用

者
を
招
待
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
招
か
れ
た
の
は
、
町
内
に
あ
る
２

カ
所
の
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
16
名
で
、
高

野
さ
ん
か
ら
「
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
楽
し
ん

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
、

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
美
味
し

い
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

ネットの部　　　　　　　　グロスの部
優　勝　斉藤健一さん（健武）　　男子優勝　斉藤義行さん（芳井）
準優勝　西宮　功さん（久那瀬）　女子優勝　斉藤光子さん（芳井）
３　位　深沢昌美さん（矢又）

ネットの部

優勝　斉藤健一さん

グロスの部

優勝　斉藤義行さん光子さんご夫妻
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　９月16日、那珂川町の小学校10 校
で運動会が開催されました。前日まで
雨が降りお天気が心配されましたが、
絶好の運動会日和となりました。
　児童たちは練習の成果を元気いっぱ
い披露しました。また、保護者はわが
子の成長ぶりを見て、応援にも熱が入
りました。

　また、９月30日、10 月１日には各
保育園で運動会が行われ、園児たちの
元気な声が会場に響きわたりました。

運
小川第 1・2・3保育園

大内保育園 大山田保育園薬利小学校

大内小学校
最後まで勝利めざしてがんばろう

動会

ちびっこ忍者

紅白玉入れどっちがでるかな

いそげ宅急便

大玉ころがし

かけっこ

ひっぱってハツラツ

ホ！ホ！ホ！

老いては孫にしたがえ

トップ	おぶ	ザ・ワールド バンザイ

力をあわせて
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運

薬利小学校谷川小学校

小川小学校 大内小学校

やる気！本気！元気いっぱい運動会 忘れない！この日この汗この感動！

みんなが主役１人１人がキラキラ輝け 最後まで勝利めざしてがんばろう

栄光へのかけ橋

竹取物語

地区対抗リレー

デカパンマン

紅白対抗リレー

全校綱引き台風一過

晴れたらいいね

バンザ～イ

Let's	フォークダンス

だるまはこび

走れ！風の子

さあ	みんなでどっこいしょ

応援綱引き

元気にかけっこ

地
区
対
抗	

背
中
で
わ
っ
し
ょ
い

力を合わせて

紅白玉入れ



　

ま
た
、
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
花

壇
や
菜
園
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
種
を
蒔
き
、
苗
を
植

え
ま
し
た
。
葉
の
大
き
く
な
る

様
子
、
花
や
実
の
な
る
様
子
な

ど
、
成
長
を
観
察
し
な
が
ら
食

す
る
事
は
、
知
識
だ
け
で
な
く

身
を
も
っ
て
興
味
深
い
経
験
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。（
と
う
も
ろ
こ
し
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
オ
ク

ラ
・
な
す
な
ど
・
・
・
）
き
ゅ

う
り
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
味
噌
は
、

特
に
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。・
・
・

　

今
度
は
さ
つ
ま
い
も
掘
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
保
育
園
の
散
歩
コ
ー

ス
の
途
中
、
堤
防
に
並
ん
で

座
り
、
那
珂
川
に
飛
来
し
た

白
鳥
を
、
な
が
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
と
も
に
癒
さ
れ
る
ひ

と
と
き
で
す
。

　

集
団
生
活
で
得
ら
れ
る
体
験

や
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
を

通
し
て
社
会
性
の
芽
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
見
守
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
保
育
の
中
に
季
節

感
を
取
り
入
れ
、
自
然
の
豊
か

さ
に
感
謝
し
、
の
び
の
び
と
保

育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
と
は
？

　

こ
こ
ろ
が
病
む
と
は
、認
知
し
、

判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
の
繰
り

返
し
が
、
脳
の
障
害
や
、
ひ
ど
い

疲
れ
の
た
め
に
損
な
わ
れ
、
日
常

生
活
に
影
響
が
出
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
い
わ
れ

る
現
代
は
、
本
人
の
意
思
や
努
力

に
関
係
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

誰
も
が
心

の
病
に
か

か
る
可
能

性
が
あ
り

ま
す
。

精
神
障
害
と
偏
見

　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
、
ふ
つ
う
の
病
気
で

す
。
し
か
し
、
長
い
間
、
人
間
ら

し
さ
の
根
源
で
あ
る
「
こ
こ
ろ
」

が
侵
さ
れ
る
「
不
治
の
病
」
と
誤

解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

本
人
も
、
家
族
や
周
囲
の
人
も
、

相
談
や
受
診
に
抵
抗
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
治
療
が
遅
れ
、

重
症
化
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

　

確
か
に
「
こ
こ
ろ
の
病
」
に
人

生
の
途
中
で
出
合
っ
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
ま
で
は
普
通
に
あ
っ
た

社
会
生
活
や
人
間
関
係
が
、
う
ま

く
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
管
理

　

も
っ
と
こ
こ
ろ
に
注
目
を

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
心
の
健
康

管
理
）
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
は

い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
心
の
病

に
関
す
る
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば

偏
見
や
差
別
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
こ
ろ
と
は
？

　

私
た
ち
は
た
え
ず
、
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て

瞬
時
に
反
応
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り

考
え
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を
支
え

て
い
る
の
が
「
こ
こ
ろ
」（
精
神

活
動
）
で
す
。「
こ
こ
ろ
」
と
は
、

私
た
ち
の
身
体
の
中
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
の
毎
日
の
活
動
を
支
え
て

い
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
正
し
い
治
療
を
受
け

て
症
状
が
落
ち
着
い
て
く
れ
ば
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
の
あ
る
人
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
病
気
と
付
き
合

い
な
が
ら
も
、
そ
の
人
ら

し
く
、
生
き
生
き

と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
こ
こ
に
相
談
し
よ
う

　

心
の
病
気
の
専
門
医
と
は
、
主

に
精
神
科
医
師
の
こ
と
を
さ
し
ま

す
。

　

精
神
科
と
い
う
と
偏
見
を
感
じ

る
人
が
い
ま
す
が
、「
他
の
人
に

は
手
助
け
し
て
も
ら
え
な
い
心
の

落
ち
込
み
を
、
す
く
い
あ
げ
て
も

ら
う
」病
院
と
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

●
精
神
科

う
つ
病
や
神
経
症
な
ど
、
精
神
病

を
含
む
心
の
病
気
一
般
を
診
察
し

ま
す
。

●
心
療
内
科

心
身
症
を
中
心
に
、
身
体
症
状
の

あ
る
う
つ
病
や
神
経
症
な
ど
を
診

察
し
ま
す
。

●
神
経
内
科

頭
痛
や
手
足
の
し
び
れ
な
ど
、
脳

や
神
経
系
の
異
常
を
診
察
し
ま
す
。

●
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

心
身
症
を
含
め
た
心
の
病
気
一
般

を
診
察
し
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
に
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス

の
中
を
虫
捕
り
網
を
手
に
し
て
と

ん
ぼ
を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た

ち
・
・
・
・
・
・
・
。

　

馬
頭
南
保
育
園
は
現
在
、
運
動

会
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
声
が
庭
に
響
い
て
い

ま
す
。
小
さ
い
子
は
、
み
ん
な
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
大
き
な
子
の

ま
ね
を
し
よ
う
と
一
生
懸
命
で

す
。
そ
こ
に
は
な
ん
と
も
可
愛
い

姿
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
子
は
、

年
中
・
年
長
児
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
始
め
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見

な
が
ら
仲
間
意
識
も
深
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
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ま
た
、
庭
の
あ
ち
こ
ち
に
花
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や
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種
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蒔
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、
苗
を
植
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。
葉
の
大
き
く
な
る

様
子
、
花
や
実
の
な
る
様
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な

ど
、
成
長
を
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な
が
ら
食

す
る
事
は
、
知
識
だ
け
で
な
く

身
を
も
っ
て
興
味
深
い
経
験
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
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と
う
も
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・
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・
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ぼ
ち
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・
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ク
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・
・
・
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り
の
ス
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ッ
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味
噌
は
、

特
に
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。・
・
・

　

今
度
は
さ
つ
ま
い
も
掘
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
保
育
園
の
散
歩
コ
ー
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の
途
中
、
堤
防
に
並
ん
で

座
り
、
那
珂
川
に
飛
来
し
た

白
鳥
を
、
な
が
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
と
も
に
癒
さ
れ
る
ひ

と
と
き
で
す
。

　

集
団
生
活
で
得
ら
れ
る
体
験

や
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
を

通
し
て
社
会
性
の
芽
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
見
守
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
保
育
の
中
に
季
節

感
を
取
り
入
れ
、
自
然
の
豊
か

さ
に
感
謝
し
、
の
び
の
び
と
保

育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

》　

俳　

句

蝸か
た
つ
む
り牛
生
涯
村
を
捨
て
ら
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　

 

松　

野　
　
　
　

大
高　

松
竹

火
の
山
の
空
よ
り
青
し
濃こ

竜り
ん
ど
う胆　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

塩あ
ん
ば
い梅
も
色
合
ひ
も
良
し
樽
の
茄
子　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　
　

大
金　

游
水

祖
父
の
影
句
作
に
力
の
極
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

と
ん
び
の
輪
焦
げ
ん
ば
か
り
の
酷
暑
か
な　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

逞
し
い
出
穂
一
面
の
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

桧
山　
　

華

》　

短　

歌

入
院
よ
り
七
十
五
日
目
の
外
泊
に
山
積
み
の
便
り
に
目
を
通
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

幼
き
頃
思
ひ
出
で
つ
つ
ひ
ぐ
ら
し
に
手
を
差
し
出
せ
ば
尿
散
ら
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

独
唱
に
酔
ひ
つ
つ
浮
か
ぶ
面
輪
あ
り
「
カ
タ
リ
カ
タ
リ
」
は
（
情つ
れ

な
き
心
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原　

幸
雄

百
歳
の
長
き
を
生
き
て
来
し
母
は
一
匙
食
み
て
ま
た
も
ま
ど
ろ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

古
沢　
　

実

香
炉
峯
の
雪
は
な
け
れ
ど
簾す
だ
れか
け
て
少
し
古
典
に
近
ず
く
夏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

聞
き
流
す
こ
と
で
重
宝
し
た
耳
に
面
は
ゆ
い
か
な
両
手
あ
て
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

》　

川　

柳

諦
め
ぬ
老
眼
鏡
の
好
奇
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

こ
の
田
畑
守
る
覚
悟
の
束
ね
髪　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

空
読
み
の
幼
児
天
才
か
と
思
う　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

花
の
名
を
ひ
と
つ
覚
え
て
友
が
ふ
え　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

級
友
の
顔
を
あ
だ
名
で
思
い
出
す　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原
悠
起
夫

広
報
文
芸

伊
藤
た
か
み
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

暑
い
夏
の
一
日
、
明
日
、
僕
は
離
婚
届
を
提
出
す

る
。
若
く
し
て
出
会
い
、
好
き
あ
っ
て
結
婚
し
、
お
互

い
我
慢
も
し
て
、
で
も
い
つ
の
間
に
か
少
し
ず
つ
ず

れ
て
い
っ
た
。
男
女
の
価
値
観
の
違
い
、
そ
し
て
生

活
を
囲
む
社
会
の
ひ
ず
み
を
軽
や
か
に
描
き
出
す
第

百
三
十
五
回
芥
川
賞
受
賞
作
。

◇
『
古
代
飛
鳥
「
石
」
の
謎
』　

奥
田
尚
／
著
（
学
生
社
）

◇
『
美
し
い
国
へ
』　

安
倍
晋
三
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇
『
世
界
の
日
本
人
ジ
ョ
ー
ク
集
』　

早
坂
隆
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇
『
風
林
火
山
』  

井
上
靖
／
著
（
新
潮
社
）　

◇
『
狐
狸
の
恋
』　

諸
田
玲
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇
『
ヘ
ブ
ン
リ
ー
・
ブ
ル
ー
』　

村
山
由
佳
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
電
車
大
集
合
１
３
３
８
点
』 

広
田
尚
敬
／
写
真
（
講
談
社
）

◇
『
う
し
ろ
の
正
面
』　

小
森
香
折
／
作
（
岩
崎
書
店
）

◇
『
う
ん
て
ん
す
る
の
は
だ
あ
れ
？
』　

レ
オ
・
テ
ィ
マ
ー
ス
／
作
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
幻
冬
舎
）

　

直
木
賞
受
賞
後
第
一
作
。

　

財
閥
企
業
で
社
内
報
を
編
集
す
る
杉
村
三
郎
が
、
私

立
探
偵
・
北
見
を
訪
れ
て
出
会
っ
た
の
は
、
連
続
無

差
別
毒
殺
事
件
で
祖
父
を
亡
く
し
た
と
い
う
女
子
高
生

だ
っ
た
。
宮
部
み
ゆ
き
、
三
年
ぶ
り
の
現
代
ミ
ス
テ

リ
ー
。―

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
、
毒
は
潜
む―

　
　
　
　

『
名
も
な
き
毒
』

中
川
ひ
ろ
た
か
／
文　

村
上
康
成
／
絵
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　
　
　
　
　

ら
っ
こ
を
だ
っ
こ
。
い
も
り
の
つ
も
り
。
お
し
ゃ
く

　
　
　
　

に
え
し
ゃ
く
。
か
い
じ
ゅ
う
の
た
い
じ
ゅ
う
。
や
か
ん

　
　
　
　

か
ら
み
か
ん
。
ダ
チ
ョ
ウ 

ア
チ
ョ
ウ
！

　
　
　
　
　

味
の
あ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
ラ
ス
ト
と
、
ゆ
か
い
な

　
　
　
　

言
葉
あ
そ
び
。
楽
し
み
な
が
ら
言
葉
の
お
べ
ん
き
ょ
う

　
　
　
　

が
で
き
ま
す
。

『
あ
ひ
る
の
ア
ヒ
ル
』

那珂川町
図書館

『
八
月
の
路
上
に
捨
て
る
』
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お知らせお知らせ
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　10 月 20 日から受付いたします。（11 月 17 日まで受付）
入所基準

　保護者及び同居の家族（祖父母・おじ・おば等）が下
記の理由によりお子さんを家庭でみることができない（保
育に欠ける）と認められる場合のみ入所できます。
　①昼間仕事をしている
　②妊娠中または出産後間もない
　③病気・けが・精神や身体に障害がある
　④同居の親族を常時介護している
　⑤災害等にあい、その復旧に当たっている
保育料

　　児童の父母等の前年分の所得税額、前年度分の町民
　税課税状況等により決定します。
入所申込受付場所

　健康福祉課（本庁または小川支所）及び各保育園
必要書類

　・保育所入所申込書
　・就労状況調査書（児童と同居している 65 歳未満の方
　　全員）
その他

　申し込みが定員を超えた場合は、保育の必要性の高い
順に選考し、希望する保育園に入所できない場合があり
ます。
問い合わせ　健康福祉課児童福祉係
　　　　　　☎０２８７－９２－１１１９

対象児・定員

 ・３年保育課程（満３歳児）
　 ひばり幼稚園　　　　　３０名程度
　 小川幼稚園　　　　　　２０名程度
 ・２年保育課程（満４歳児）　若干名
募集期間　10 月 20 日（金）～ 11 月 20 日（月）
通園範囲　那珂川町全域
保育時間　午前 9 時～午後 2 時 30 分
　　　　　　（１日 5 時間 30 分）
保育料　　月額　8,000 円
申し込み・問い合わせ

　ひばり幼稚園　　☎０２８７－９２－２３０１
　小川幼稚園　　　☎０２８７－９６－２１３０
　教育委員会学校教育課　☎０２８７－９２－２８９７

平成19年度保育園入園申し込み

各保育園の入園定員一覧表
　  保育園名

 項 目
馬頭中央
保 育 園

大 山 田
保 育 園

大　 内
保 育 園

馬 頭 北
保 育 園

馬 頭 南
保 育 園

小川第１
保 育 園

小 川 第 2
保 育 園

小川第３
保 育 園

所 在 地 馬頭 52-1 大山田下郷
1798 大内 3170 小砂 835 富山 213-1 小川 2841 小川 3056-3 谷田 910-2

定　　員 120 名 45 名 60 名 50 名 45 名 60 名 60 名 40 名

電話番号 92 － 2202 93 － 0355 93 － 2557 92 － 0705 92 － 5480 96 － 2009 96 － 2074 96 － 4320

開
所
時
間

平　日

午前 7 時 30
分から午後
6 時まで（延
長保育の場
合午後 7 時
まで）

午前 7 時 30 分から午後６時まで

土　曜 午前７時 30 分から午後０時 30 分まで

入　　所
対 象 者

０歳児（６
カ 月 以 上 ） 
から小学校
就学前まで

１歳児から小学校就学前まで

平成１９年度幼稚園園児募集

採用期間　平成 18 年 11 月 15 日（水）から
　　　　　平成 19 年３月 30 日（金）
募集人数　保育士　１名
賃金　　　日額　６，８００円
　（その他詳しい勤務条件はお問い合わせ下さい。）
申込方法　町健康福祉課にある指定の用紙に必要事項
　　　　　を記入し、持参または郵送
申込期限　平成 18 年 10 月 31 日（火）必着
申し込み・問合せ　健康福祉課児童福祉係　
　　　　　　　　　☎０２８７－９２－１１１９

保育園臨時職員募集！！



お知らせお知らせ

那珂川町公園墓地

使用申し込み案内

　町では、公園墓地の使用申し込み
の受付を下記のとおり行います。
墓地の概要

・名称　那珂川町公園墓地
・所在　那珂川町馬頭2558－87
・区画　東第１段15号　1区画
・面積　６㎡
・使用料　450,000円
　※使用料は、使用許可されたとき  
　　１回のみです。
・管理料　年2,500円
　※管理料は、毎年納入になります。
使用者の資格

　本町に住所を有する方
申し込み方法

　使用許可申込書に必要事項を記入
のうえ、住民生活課に提出してくだ
さい。
　申込書は、住民生活課にあります。
申し込み期間　　
　10月20日～10月31日
使用者の決定

　応募多数の場合は、抽選により使
用者を決定します。
　抽選日は、後日申込者に直接連絡
いたします。
問い合わせ

　住民生活課生活環境係
　☎ 0 2 8 7 － 9 2 － 1 1 1 2

宇都宮東社会保険事務所

年金相談のご案内

毎週月曜日の受付時間の延長

（祝日の場合は翌日になります）
午後７時まで
　10月２, 10, 16, 23, 30日
　11月６, 13, 20, 27日
　12月４, 11, 18, 25日
第２土曜日の年金相談

　午前９時30分～午後４時まで受付
　10月14日、11月11日
電話での年金相談は「ねんきんダイ
ヤル」へ

0570－05－1165（年金請求など）
0570－07－1165（年金を受けてい
　　　　　　　　　る方）

自衛官２等陸・海・空士採用案内

試験日　平成18年10月21日（土）
受付期間　随時受付け中
採用日　平成19年３月下旬予定
応募資格　
　満18歳以上27歳未満の男子
試験種目

　筆記試験（国語・数学・社会（中
　卒程度）および作文）、口述試験、
　適性検査、身体検査

２等陸海空士説明会の案内

内容　陸・海・空自衛隊の概要説明、
　　　採用試験の概要説明
会場　大田原地域事務所
実施時期　平日午後１時から６時の
　間、随時個別に対応します。
問い合わせ

　大田原市富士見１丁目３９２１　
　那須トラベル２階
　自衛隊大田原地域事務所　
　☎０２８７－２２－２９４０

平成19年版農業日誌等の

申し込み

農業日誌　　　　　　  １,４００円
ファミリー日誌　　　  １,４００円
新農家暦　　　　　　　   ４８０円
　ご利用の方は、10月24日（火）ま
でに申し込み下さい。
申し込み・問い合わせ

　農林振興課　
　☎０２８７－９２－２１１３
　小川支所産業建設課　
　☎０２８７－９６－２１１６

第54回精神保健福祉普及運動

　10月23日（月）～10月29日（日）
は「第54回精神保健福祉普及運動」
期間です。
「こころの健康相談」

　こんな事ありませんか。
・眠れない・気分が落ち込む・人間
　関係がうまくいかない。
・思春期の悩み（拒食・過食・閉じ
　こもりがち等）
・中高年のこころの悩み（こころの
　疲労感等）
・アルコールによる問題
※知人などで困っている方にも、相
　談をお勧めください。
相談日　専門医（毎月１回予約制）
保健師　「第54回精神保健福祉普及
運動」期間中は、10月27日（金）
その他は、随時。
場所　烏山健康福祉センター
      　☎０２８７－８２－２２３１

わかります 暮らしと社会の
未来地図

　10月20日現在で社会生活基本調査

を実施します。
　全国から抽出された約８万世帯を
対象に、一日の生活時間の配分やイ
ンターネットの利用、学習・研究、
ボランティア活動、スポーツ、趣味
・娯楽などの生活時間について調査
します。その調査結果は、国民生活
の向上を図る各種行政施策を立案す
る際の基礎資料となります。
　調査の対象となる世帯には、統計
調査員が伺い調査票の記入をお願い
しますので、よろしくご協力くださ
い。
　　　　　総務省統計局・栃木県
問い合わせ

　栃木県統計課人口労働統計担当 
　☎０２８－６２３－２２４６
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労働者、事業主の皆さまへ

「職場のトラブル、解決へのお手伝

いを」（個別労働紛争解決制度）

　栃木労働局では職場のトラブルで
のお悩みの方の相談に応じ、迅速、
簡単な手続き、無料で円満解決への
お手伝いをしています。
　解雇や配置転換、賃下げ、セクハ
ラ、いじめなど労使間のトラブルで
悩んでいませんか？お気軽にご相談
ください。
　弁護士など法律の専門家が労使の
間に入り、話し合いによる円満解決
に向けたあっせんを実施しています。
あっせんの申請は労使一方からの簡
単な手続きで行えます。
　詳しくは栃木労働局企画室総合労
働相談コーナー（宇都宮市明保野町
１－４宇都宮第2地方合同庁舎４階
☎０２８－６３４－９１１２）及び
宇都宮総合労働相談コーナー（宇
都宮労働基準監督署内☎０２８－
６３３－４２５１）へ

不正軽油撲滅強化月間

　不正軽油とは、軽油引取税の脱税
を目的に、灯油や重油などを混和す
る等して使用される自動車用燃料の
ことです。
　不正軽油の製造、販売、利用に関
わる者はすべて罰則の対象となりま
す。
　毎年10月は全国不正軽油撲滅強化
月間です。不正軽油に関する情報を
お寄せください。　
問い合わせ　
宇都宮県税事務所軽油引取税調査班
「不正軽油１１０番」
☎０２８－６２６－３１７８

野鳥は「かごの鳥」じゃない！

　許可を受けずにメジロやオオルリ
などの野鳥を捕まえたり、その野鳥

を飼うことは違法行為です。
　密猟は、野鳥が自由に生きる権利
を奪うだけでなく、自然界のバラン
スを崩すことにも繋がる犯罪行為で
す。
　違法行為をなくすには、皆さんか
らの情報提供が必要です。不審な野
鳥の捕獲行為を見たときは、下記ま
でお知らせください。
南那須地区野生鳥獣捕獲・飼養連絡会
栃木県烏山林務事務所　
☎０２８７－８４－１１５５
那珂川町役場農林振興課
那珂川警察署
栃木県猟友会南那須支部

南那須養護学校

第３回学校見学会のご案内

　栃木県立南那須養護学校では、障
害児教育への理解と、認識を深めて
いただくため、学校見学会を開催い
たします。
期日　10月12日（木）
　　　午後３時～午後４時30分
場所　栃木県立南那須養護学校
　　 （那須烏山市藤田1181－152）
対象　高等部就学対象者、教育委員
　　　会等関係機関
　見学を希望される方は、事前に学
校にお申し込み下さい。
問い合わせ

　栃木県立南那須養護学校
☎０２８７－８８－７５７１

第34回県北部地区特殊学級

児童生徒作品展覧会

　県北の小中学校特殊学級・養護学
校児童生徒の作品展示会を開催しま
す。どなたでも気軽にお越しください。
日時　11月19日（日）
　　　午前９時～午後４時
　　　11月20日（月）
　　　午前９時～午後１時
場所　那珂川町総合体育館
問い合わせ　
　馬頭中学校（担当　小幡）
　☎０２８７－９２－２３９９

箒川圏域の河川整備計画原案につ

いて地域の皆さまからのご意見を

伺います

　栃木県では、地域の皆さまの意見
を反映させた河川の整備及び維持に
関する計画（河川整備計画）の策定作
業を進めているところであり、箒川
圏域の河川整備計画の原案がまとま
りましたので、下記のとおり地域に
お住まいの皆さまにご意見をお伺い
します。
縦覧対象

　箒川圏域河川整備計画原案
縦覧場所　
　栃木県土木部河川課
　☎０２８－６２３－２４３８
　栃木県烏山土木事務所企画調査部
　 ☎０２８７－８３－１３１６
　那珂川町役場建設課
　☎０２８７－９２－１１１８
　河川課ホームページ
　http ://www.pref.tochigi.jp/kasen
　/index0.html
縦覧期間

　10月24日（火）～11月13日（月）
までの土日祝日を除く、平日午前９
時から午後５時まで
（河川課ホームページでは、土日祝
日でも随時縦覧できます。）
意見の募集期間

10月24日（火）～11月15日（水）必着
意見書の提出方法

　上記縦覧場所に備え付けの用紙
「河川整備計画原案に対する意見書」
または、住所・氏名・匿名希望の有
無を記載した電子メールにて提出し
てください。
意見書の提出先

　上記縦覧場所に提出して頂くか、
下記のいずれかの方法により提出し
てください。
郵送　〒320-8501（住所不要）栃木
県土木部河川課　宛
ＦＡＸ　☎　028－623－2441　
Eメール　kasen@pref.tochigi.jp

お知らせお知らせ

24広報なかがわ　平成18年10月10日



お知らせお知らせ

第１回那珂川町福祉まつり

テーマ「みんなで創る優しいまち　
～『こころ』かよう地域づくり～」
日時　10月21日（土）
　　　午前９時～　開会セレモニー
　　　午前10時～午後２時30分
　　　各種イベント開催
会場　小川総合福祉センター共生館
　　　及び駐車場
内容　ふれあい広場／岡倉ゆかりミ
ニコンサート、共同募金風船配布、
映画上映、小学生ウォークラリーな
ど、模擬店／協賛団体における各種
模擬店の出店〔食物販売・作品展示
販売〕、介護相談コーナー／職員に
よる相談コーナー〔ケアマネによる
介護（保険）相談等〕、福祉機器展
示・体験コーナー／福祉機器の展示
と介護情報を発信する〔車イス乗車
体験、高齢者疑似体験〕

栃木県立なす風土記の丘

資料館の催し

第14回企画展

あづまのやまのみち

－那須の防人、広成の通った道－

　東山道を通して、奈良時代の那須
の人々の生活に迫るとともに国と国
とを結ぶ「みち」について様々な視
点からとらえます。
期日　９月16日～11月26日
時間　午前9時30分～午後5時
場所　湯津上館
企画展記念講演会・シンポジウム

日時　10月29日（日）午前10時
会場　那珂川町ふるさと館
定員　80名
参加費　無料
講師　永田英明氏（東北大学学術資
源研究公開センター）木下実氏（那
須烏山市教育委員会）眞保昌弘（当
館）
内容 「東山道」や「那須」が果たし
た役割について多角的に考えます。

東山道ウォーク

日時　11月５日（日）午前８時30分
定員　30名
参加費　300円
集合場所　小川館
資料館周辺の東山道を歩きます

第９回烏山青年の家まつり

日時　10月29日（日）
　　　午前10時～午後２時
会場　烏山青年の家
対象　県民の方
内容　
アトラクション／和太鼓演奏、語り
部、コンサート等、ものづくり／和
紙細工、古代体験、ディンプルアー
ト等、ゲーム／チャレンジランキン
グ、風船つり等、フード／カレー、
焼きそば、うどん、そば、おでん、
ポップコーン、アメリカンドック
販売／チャリティー・マーケット等
問い合わせ　烏山青年の家
　☎０２８７－８２－３１４２

木造りの家ノウハウ習得講座（木造

住宅見学バスツアー）参加者募集

　建築中、完成後の木造住宅、木材
市場等をバスで巡回し、木造住宅建
築について実際に見て学ぶ講座です。
木材アドバイザーなどの専門家が同
行して、分かりやすく解説します。
開催日　
県央地区　11月19日　宇都宮集合
県北地区　11月26日　矢板集合
募集人員　２地区とも先着50名
参加費　１人500円（昼食代）

募集期間　10月15日～各開催日の
　　　　　７日前まで
申し込み・問い合わせ

　栃木県木材需要拡大協議会
☎０２８－６５２－３６８７

栃木県最低賃金が10月1日より

改正されました

　栃木県最低賃金は栃木県内で事業
を営むすべての使用者及び事業場で
働く労働者に適用されます。

時間額　657円
ねえみんな、

この金額に目を留めて！

　最低賃金について詳しくお知りに
なりたい方は、栃木労働局労働基
準部賃金室（☎０２８－６３４－
９１０９）または最寄りの労働基準
監督署にお問い合わせください。

  小川健康管理センターの

「健康相談」時間延長のお知らせ

　10月１日から定期の健康相談を月
曜日と水曜日の週２回実施します。
時間は午後１時30分から４時30分ま
でです。子育てのことや健康に関す
ること等ご相談ください。
　詳しくは広報とともに配布される
「お知らせカレンダー」をご覧くだ
さい。また、電話相談もご利用くだ
さい。
問い合わせ　馬頭健康管理センター
☎０２８７－９２－１１８８
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○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　
　

大
金
佐
内
様
（
矢
又
）

十
万
円　
　

松
本
拓
也
様
（
松
野
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　
　

大
金
佐
内
様
（
矢
又
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
わ
が
心
の
山　

霊
峰
男
体

山
と
私
の
健
康
法
」

　
　
　

田
名
網
忠
吉
様
（
佐
野
市
）

図
書
「
せ
ん
り
ゅ
う
悠
々
句
集
」

　
　
　
　

松
原
悠
起
夫
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基

金
へ

十
万
円　

露
久
保
一
夫
様
（
大
内
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

千
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名

ありがとう
ございます

寄　贈
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木々の葉が色づき、秋の深まりを
感じるようになりました。すごし
やすい季節です。　　
今月は、児童館まつりがあります。
ぜひ、参加してください。

★なかよしひろば
・10月19日（木）午前10：00～　　　　　
　ペタペタスポンジで工作しよう。
・参加申し込み　17日（火）まで　　　　　　　
・おやつ代　50円

★自由に絵をかこう
・10月22日（日）午前10：00～
　好きな絵をかいて児童館にかざりましょう。

★生け花教室
・10月22日（日）午後1：30～　　　　　
　フラワーアレンジメントをしよう。　　　
　器を持ってきてね。
・花代　700円
　参加したい方は18日（水）までに申し込んでね。

★チューリップの球根植えをしよう
・11月３日（金）午前10：00～
　春にはたくさんのチューリップが
　皆を迎えてくれますよ！
　植えた後はおやつタイムです。
＊協力　更生保護女性会

「児童館」
10 月16日～ 11 月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・10月19日（木）午前10：30～
・11月２日（木）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・11月４日（土）午前10：30～
　アンパンマンの紙しばいや楽しいおはなしがいっ
　ぱい。おはなしのあとには、たのしい工作教室が
　あります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

読　書　会
・11月８日（水）午後1：30～
　テキスト　
　「‘05年度ベストエッセイ集　片手の音」　
　　　　　日本エッセイスト・クラブ／編
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会
・11月11日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、昔ばな
　しの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★第 28回児童館まつり
・10月29日（日）午前9：30～12：00
・内容　工作・ゲームいろいろ・バザー
・場所　小川公民館大会議室
・参加申し込み　25日（水）まで

★折り紙教室
・11月12日（日）午前10：00～
　きれいなユニットと折り紙作品展の作品つくりをし
　ます。

今
月
の
表
紙

※ 11 月～ 2 月は４時閉館になります。

「Yosakoi　

ソ
ー
ラ
ン
」

　

９
月
30
日
、
小
川
小
学
校
校
庭

で
行
わ
れ
た
小
川
第
１
・
２
・
３

保
育
園
合
同
運
動
会
。
年
中

と
年
長
児
合
わ
せ
て
55
名
が

「Y
osakoi

ソ
ー
ラ
ン
」
を
元
気

よ
く
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
で
は
こ
の
踊
り
を
踊

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
ア
レ
ン

ジ
し
、
変
化
を
つ
け
て
現
在
の

形
に
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
真
っ
赤
な
揃そ
ろ

い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
鳴
子

を
手
に
、
老
人
会
運
動
会
や
福

祉
ま
つ
り
に
披
露
す
る
そ
う
で

す
。



う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

和
地　

啓ひ
ろ

斗と　

哲　

史

　
　
　
　
　
　

麻　

紀　

健　

武

小
高　

晃こ
う

暉き　

弘　

行

　
　
　
　
　
　

リ　

エ　

和　

見

大
金
未み

ひ

な
陽
菜　

康　

幸

　
　
　
　
　
　

恭　

子　

小　

口

滝
田　

羚れ

な夏　

哲　

也

　
　
　
　
　
　

鈴　

代　

小　

口

大
金　

莉り

な奈　

邦　

博

　
　
　
　
　
　

恵
美
子　

大　

内

小
室　

敬け
い

太た　
　

誠

　
　
　
　
　
　

千　

春　

小　

川

小
林　

菜な
つ
き月　

崇　

志

　
　
　
　
　
　

路　

子　

三　

輪

平
成
18
年
８
月
21
日
～

　

平
成
18
年
９
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

10月1日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　10,072 人（－ 13）
	　女　10,114 人（－ 12）
	　計　20,186 人（－ 25）
	世帯数		5,978　			（－		2	）

（　）内は前月との比較

県
内
最
古
の
文
書
資
料

　

近
年
、「
リ
サ
イ
ク
ル
」
や
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
盛

ん
に
使
わ
れ
、
社
会
全
体
で
資
源

を
大
切
に
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
実
は
古
代
に
お
い
て
も

「
紙
の
再
利
用
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
紙
」
は
六
一
〇
年
に
朝
鮮
半

島
の
高こ
う

句く

麗り

か
ら
僧
曇ど
ん

徴ち
ょ
うに
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
て
も
貴
重
で
、
主
に
役
所

で
は
戸
籍
や
土
地
台
帳
な
ど
の
帳

簿
類
、
寺
院
で
は
写
経
な
ど
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
は

一
定
の
保
存
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

文
字
が
書
か
れ
た
裏
側
に
も
う
一

度
文
書
が
書
か
れ
、
新
た
な
文
書

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
文
書
と
し
て
再
利
用
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
漆
を
入
れ

た
容
器
の
フ
タ
紙
と
し
て
利
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
文
書
を
「
漆
う
る
し

紙が
み

文も
ん
じ
ょ書
」
と
い

い
ま
す
。
漆
が
付
着
し
た
部
分
の

み
が
偶
然
腐
ら
ず
に
残
っ
た
も
の

で
、
栃
木
県
内
で
も
栃
木
市
の
下

野
国
府
跡
な
ど
で
数
多
く
出
土
し

て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
内
で
は
小
川
公
民
館

近
く
に
所
在
す
る
上
う
わ
じ
ゅ
く宿
遺
跡
の
竪

穴
住
居
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

上
宿
遺
跡
で
は
他
に
も
、
漆
片
、

漆
が
付
着
し
た
麻
布
、
容
器
な
ど

が
出
土
し
て
お
り
、
漆
工
房
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
ひ
と
つ

に
「
高
一
尺　

長
／
廣
一
尺
四
寸

／
五
分
／
九
横
杖
」（
／
は
改
行

を
示
す
）
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。「
高
」
や
「
長
」、

「
廣
」
な
ど
の
文
字
か
ら
大
き
さ

を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
役
所

や
寺
院
な
ど
で
作
成
さ
れ
た
備
品

台
帳
の
草
案
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

国
の
役
所
で
あ
る
下
野
国
府
跡

か
ら
出
土
す
る
漆
紙
文
書
は
、「
延

暦
」
と
記
さ
れ
た
延
暦
年
間
（
西

暦
七
八
二
～
八
〇
五
年
）
の
も
の

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

上
宿
遺
跡
の
漆
紙
文
書
は
八
世
紀

中
葉
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
県
内

最
古
の
文
書
資
料
と
い
え
る
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
文
書
資
料
か
ら

は
、
当
時
の
地
方
社
会
の
様
子
を

文
字
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
上
宿
遺
跡
の
漆
紙
文
書

は
湯
津
上
館
で
開
催
中
の
企
画
展

「
あ
づ
ま
の
や
ま
の
み
ち
」
で
展

示
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
文
書
資

料
を
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
下
さ

い
。

  

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

　
　
　
　

 

学
芸
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金
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智
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）
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和
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井
武
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（
90
）　　
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武

大
金
も
と
子　
（
73
）　　

矢　

又

田
代　

春　
　
（
80
）　　

和　

見

武
隈　

年
春　
（
60
）　　

小　

口

谷
田　

一
雄　
（
80
）　　

小　

口

谷
田　

良
才　
（
81
）　　

小　

口

平
塚　
　

清　
（
93
）　　

久
那
瀬

舩
森　

キ
ミ　
（
91
）　　

久
那
瀬

佐
藤　

ツ
ギ　
（
81
）　　

富　

山

　

池　

末　
　
（
80
）　　
大
山
田
上
郷

池
澤　
　

金　
（
74
）　　

小　

砂

村
井　

十
一　
（
71
）　　

小　

川

星　
　

ス
ガ　
（
89
）　　

小　

川

境
谷　

ク
ラ　
（
74
）　　

東
戸
田

星　
　
　

實　
（
59
）　　

薬　

利

佐
原　

浅
吉　
（
92
）　　

浄
法
寺

小
室　

キ
チ　
（
95
）　　

浄
法
寺

漆紙文書赤外線写真
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歌川豊広「御殿山花見図」絹本着色　東京国立博物館所蔵
Image:TNM Image Archives　Source:http://TnmArchives.jp/

開館６周年記念特別展

「広重を生んだ画派 歌川派の時代展」前期

　身近に咲く草花を、アクリル
絵具を使って、木材や石に描く
作品が多い高堀三枝子さん（久
那瀬）。
　芸術の秋を身近に感じさせて
くれる素朴な温もりが、伝わっ
てきます。今は、来年の展示に
向けて新作を制作しているとこ
ろです。

自然の温もりを描く

第13回

　唱歌「蛍の光」中の「わ
がしのおん」。小学生の時
には、意味も分からず頭
のなかでは平仮名のまま、
唄
うた

っていませんでしたか？
恥ずかしながら私もそのク
チです。全国にはこれを「和
菓子の恩」と「翻

ほんやく

訳」して
いる子どもも少なくないで
しょう。
　今回ご紹介するのは、歌
川広重の師

ししょう

匠、歌川豊広
（１７７４？－１８６１）の肉筆画です。品川の
御殿山へ花見に来た二人の美人を描いています。
たおやかな白い指先にも表情が宿り、女性の楚

そ そ

々
としたたたずまいを感じさせる作品です。
　実は広重、当初は豊広の兄弟弟子にあたる豊国

（役者絵で大人気の浮世絵師でした）の下に入門
しようとしたのですが、弟子があまりに多いため、
入門を断られてしまったというのです。そのあと、
に豊広に入門を乞

こ

うたとの逸
いつ

話
わ

が残っています。
豊広は、役者絵はあまり描かず、本の挿

さし

絵
え

や肉筆
画、墨

すみ

摺
ずり

絵
え

といった分野で活躍していました。豊 ※この作品は開館６周年記念特別展「広重を生んだ画
　派歌川派の時代展」前期（～10月29日）に出品さ
　れています。

国のような派手さはないけれども、着実な人気を
保っていた絵師です。
　世に迎

げいごう

合せず、堅
けんじつ

実で我が道を進んでいるよう
な彼の作品を見ていると、広重も豊広の下だから
こそ伸びた才覚があったのだと思わずにいられま
せん。となると、現在、広重がこれほどまでに有
名なのも、豊広先生のおかげ。
　なんにせよ、我が師にしても和菓子にしても、
恩は忘れないようにしたいものです。

　（那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　津田　卓子）

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
ケ
ヤ
キ　

縦
60
㎝　

横
50
㎝

「
フ
ジ
と
曼
殊
沙
華
」
サ
ク
ラ　

縦
30
㎝　

横
90
㎝

ミニ
ギャラリー




